
市の花／つつじ 
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　４月のはじめごろになると、五条川の満開
の桜もやがて春風によって見事な花吹雪とな
り、川面に花筏を浮かべる。岩倉橋のあたり
に２匹しかいない紅白のコイと花筏の取り合
わせが行く春を惜しむ美しい風情として心に
残る。 
　コイが放流された当初はマゴイと数多くの
ヒゴイが目を楽しませたが、今はめっきり少
なくなった。 
　コイは古くから親しまれ、６世紀のころ、

景行天皇が岐阜県南部でコイを飼って楽しま
れたという伝説がある。単なる観賞用のコイ
の飼育から、経済的な目的の養殖が行われる
ようになったのは江戸時代からといわれる。
野生のコイは、天然の川や湖で、水草の葉・
茎・根などの植物性のものや、ユスリカなど
の昆虫の幼虫、イトミミズやタニシなどの水
の底に住む小動物を主に食べている。コイは
池や湖のように流れの少ないところに住み、
山の渓流や流れのはやいところにはいない。 

　絵・文　日本画家　　大野幹彦 

【２０１０岩倉の花鳥～五条川の花筏と鯉】 
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小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

▲下本町の伊藤順子さんが、伊

藤康祐著『個独のブログ』を図

書館に寄贈されました。昨年

３月に急逝した一人息子の康祐

さんが情熱を傾けたブログをま

とめた本となっています。 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

３２ 健康講座 

４４ 食育について学ぼう 

４５ フォトニュース 

３０ 
第１４回いわくら五条川マラソ 
ン結果 

３３ 
消費者トラブルに巻き込まれな 
いために 

４３ ポルトガル語情報コーナー 
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・「子ども手当」の支給が始まりま 
  す 
・幼児２人同乗用自転車を購入される 
  人に補助を実施します 
・国民健康保険税の納付書を送付しま 
  す 
・妊婦健康診査の検査項目を拡充し 
  ます 
・４月からの国民年金保険料・年金給 
  付額をお知らせします 
・平成２２年度第１号被保険者の介 
  護保険料をお知らせします 
・平成２２年度後期高齢者医療制度 
  の保険料のお知らせを郵送します 
・交通災害共済に家族そろって加入 
  を 
・防災業務は４月から行政課が担 
  当します 
・平成２２年国勢調査の調査員を 
  募集します 
・小規模工事等契約希望者登録の 
  受け付けを行います 
・第３日曜日に休日納付窓口を開 
  設します 
・愛知県後期高齢者医療制度の協 
  定保養所利用助成事業 
・市税の納税には、安全で便利な口 
  座振替をご利用ください 
・木造住宅の無料診断をしましょ 
  う 
・狂犬病予防注射を受けましょ 
  う 
・４月１日から下水道が使用でき 
  る区域が広がります 
・ミニステージ・市民ギャラリー 
  の利用者を募集します 
・樹木・樹林に報奨金を交付しま 
  す 
・愛知県心身障害高校奨学生・心 
  身障害者技能習得奨学生を募集 
  します 
・水道水を安心して飲用していた 

  だくために 
・織田伊勢守信安公・山内一豊公追 
  悼会 
・いわくら少年少女合唱団第１７ 
  期生を募集します 
・図書館人形劇フェスティバル実行委 
  員（ボランティア）を募集します 
・消費生活専門相談の相談日が変 
  わります 
・多重債務者相談 
・市民ギャラリー情報 
・ご入学おめでとうございます 
・岩倉市の高齢者福祉 
・岩倉市の障害者福祉 

暮らしのガイド ３４ 
催し 
募集 
講座・教室 
健康 
相談・その他 

３４ 
３４ 
３８ 
３９ 
４０ 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま
ち
で
す 

３ 
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３
月
４
日
、
岩
倉
市
議
会
３
月
定
例
会

の
冒
頭
、
片
岡
恵
一
市
長
が
、
施
政
方
針

を
示
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 　
平
成
２２
年
第
１
回
岩
倉
市
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
平
成
２２
年

度
の
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
方

針
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
 

　
日
本
の
経
済
状
況
は
、
景
気
が
持
ち
直

し
て
き
て
い
る
と
の
見
方
が
あ
る
中
で
、

高
い
失
業
率
や
下
落
傾
向
に
あ
る
物
価

水
準
な
ど
、
世
界
経
済
と
と
も
に
、
先
が

見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
９
月
の
政
権
交
代
に
よ
る
予
算
編

成
や
地
域
行
財
政
の
大
幅
な
方
針
変
更

が
示
さ
れ
る
中
で
、
未
だ
に
具
体
策
が
見

え
て
こ
な
い
も
の
も
あ
り
、
２２
年
度
の
先

行
き
に
は
不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
 

 
私
た
ち
は
、
今
時
代
の
転
換
点
に
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
慣
例
や
実
績
が
そ

の
ま
ま
通
用
し
な
い
場
合
も
発
生
い
た

し
ま
す
。
こ
の
様
な
時
だ
か
ら
こ
そ
職
員

と
一
丸
と
な
り
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
へ

の
ご
協
力
も
お
願
い
し
な
が
ら
、
知
恵
を

出
し
、
工
夫
を
重
ね
て
、
よ
り
良
い
、
本
 

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
を
実
感
実
感 

で
き
る
岩
倉
岩
倉
を
目
指
し

目
指
し 
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
を
実
感 

で
き
る
岩
倉
を
目
指
し 

特集 
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住
ん
で
よ
か
っ
た
‐
活
力
あ
 

ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
 

 

当
に
市
民
の
た
め
に
な
る
行
政
運
営
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
２２
年
度
に
お
け
る
政
府
の
一
般

会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
当
初
比
４
・
２

㌫
増
の
９２
兆
２
千
９
９
２
億
円
で
、
こ
の

う
ち
、
国
の
政
策
的
経
費
に
充
て
る
一
般

歳
出
は
３
・
３
㌫
増
の
５３
兆
４
千
５
４
２

億
円
と
な
り
ま
し
た
。
新
政
権
は
、
「
厳

し
い
経
済
情
勢
を
反
映
し
て
税
収
が
急

激
に
落
ち
込
む
中
、
国
家
財
政
は
戦
後
の

混
乱
期
に
準
ず
る
危
機
的
状
況
に
陥
っ

て
い
る
」
と
、
認
識
し
な
が
ら
も
「
景
気

が
再
び
落
ち
込
む
こ
と
を
回
避
し
、
着
実

に
回
復
さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
安
定

的
な
成
長
に
つ
な
が
る
予
算
と
し
て
い
く
」

と
し
、
歳
入
・
歳
出
と
も
前
年
度
に
続
き

増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
予
算
編
成
方
針
も
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
」
の
転
換
を
図
り
、
「
平
成
２２
年

度
予
算
に
お
い
て
は
、
子
育
て
、
雇
用
、

環
境
、
科
学
・
技
術
に
特
に
重
点
を
置
く
」

と
し
、
財
源
で
は
、
「
地
域
主
権
改
革
の

第
一
歩
と
し
て
地
方
が
自
由
に
使
え
る

財
源
を
増
や
し
、
地
方
公
共
団
体
が
地
方

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実
質

的
な
地
方
交
付
税
総
額
を
１７
・
３
㌫
増
と

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
の

２２
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
最
終
年
と
な
り
ま
し
た
「
第
３
次
岩

倉
市
総
合
計
画
」
に
留
意
し
な
が
ら
、
次

の
「
第
４
次
岩
倉
市
総
合
計
画
」
を
見
据

え
、
私
の
掲
げ
ま
し
た
３
つ
の
柱
で
あ
る
 

 １
　
　
住
ん
で
よ
か
っ
た
‐
活
力
あ
ふ
れ

　
　
　
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
 

２
　
　
将
来
に
備
え
た
‐
行
財
政
改
革
の

　
　
　
推
進
 

３
　
　
市
民
の
期
待
に
応
え
る
‐
市
役
所

　
　
　
づ
く
り
 

 を
念
頭
に
置
い
た
予
算
編
成
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
柱
に
沿
っ
て
順

次
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
 

    　
１
つ
目
の
柱
は
、
「
住
ん
で
よ
か
っ
た

‐
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
で

す
。
 

 安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
 

　
そ
の
う
ち
の
第
１
、
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
で
す
。
 

　
１
月
に
ハ
イ
チ
大
地
震
が
発
生
し
、
死

者
は
３０
万
人
に
も
達
す
る
と
の
報
道
が

あ
り
、
今
な
お
、
多
く
の
方
々
が
被
災
で

苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
は
ご
承
知
の

と
お
り
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
と
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ハ
イ

チ
で
は
、
国
情
が
不
安
な
た
め
地
震
対
策

に
ま
で
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
他
山
の
石

と
し
て
、
引
き
続
き
、
浸
水
対
策
も
含
め

て
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
 

　
そ
こ
で
、
現
在
、
愛
知
県
で
事
業
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
都
市
計
画

道
路
一
宮
春
日
井
線
跨
線
橋
下
西
側
に

新
た
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
い
た
し

ま
す
。
小
学
校
５
校
の
倉
庫
の
他
に
、
中

心
部
の
市
役
所
、
南
部
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
拠
点
を
設
け
て

お
り
、
さ
ら
に
、
北
部
の
拠
点
と
し
て
災

害
時
の
応
急
対
処
に
備
え
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
、
消
防
費
で
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
事
業
の
う

ち
、
防
災
会
議
・
災
害
対
策
本
部
・
防
災

緑
地
登
録
奨
励
交
付
金
等
に
関
す
る
業

務
は
、
総
務
部
行
政
課
に
移
管
す
る
こ
と

か
ら
総
務
費
で
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
保
護
対
策
 

ま
い
し
ん
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も
含
め
、
総
合
的
に
リ
ス
ク
管
理
を
行
っ

て
い
く
た
め
で
、
事
務
分
掌
の
変
更
を
あ

わ
せ
て
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
東
海
豪
雨
で
床
上
浸
水
の
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
や
、
今
後
、
遭
わ
れ
る
方

が
、
住
宅
の
嵩
上
げ
を
さ
れ
る
際
に
工
事

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
ま

す
。
 

　
防
犯
に
つ
き
ま
し
て
も
、
行
政
区
や
自

治
会
で
行
わ
れ
る
防
犯
対
策
に
補
助
を

す
る
制
度
を
設
け
ま
す
。今
後
も「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
の
理
念

に
基
づ
い
て
、
市
民
の
皆
様
や
江
南
警

察
署
と
協
働
し
て
犯
罪
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
 

　
「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
中
部
保
育
園
の
耐
震
補
強
、

八
剱
町
水
源
の
建
て
替
え
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
消
防
・
救
急
で
は
、
一
刻
を
争
う
救
急

車
の
搬
送
先
を
特
定
す
る
救
急
搬
送
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
法
に

よ
り
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
の
買
い
替

え
を
行
い
ま
す
。
 

　
交
通
安
全
対
策
で
は
、
２１
年
中
の
人
身

事
故
が
２０
年
に
比
べ
３０
件
、
１１
・
２
㌫
減

少
し
、
交
通
死
亡
事
故
は
、
幸
い
に
し

て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
後

も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
交
通
安
全
の
環
境
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
浸
水
対
策
で
は
、
２１
年
度
完
成
し
た
岩

倉
南
小
学
校
の
地
下
貯
留
施
設
に
続
き
、

岩
倉
北
小
学
校
地
内
に
地
下
貯
留
施
設

を
整
備
す
る
た
め
に
二
之
杁
用
排
水
路

か
ら
の
導
水
管
を
敷
設
い
た
し
ま
す
。
 

 住
環
境
の
整
備
 

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
‐
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
の
第
２
は
、
住
環

境
の
整
備
で
す
。
 

　
道
路
基
盤
整
備
で
は
、
愛
知
県
が
施
工

し
て
お
り
ま
す
一
宮
春
日
井
線
の
工
事

に
あ
わ
せ
、
県
の
補
償
を
受
け
て
市
道
北

１
９
３
号
線
の
交
差
点
部
分
の
改
良
工

事
を
行
い
、
同
時
に
防
火
水
槽
の
移
設
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋
江
南
線
の
拡

幅
工
事
に
伴
い
、
名
古
屋
江
南
線
か
ら
西

側
の
一
宮
春
日
井
線
整
備
を
愛
知
県
、
一

宮
市
と
も
連
携
し
て
行
う
も
の
で
す
。
 

　
北
島
藤
島
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２１
年

度
に
続
き
ま
し
て
、
五
条
川
の
橋
梁
の
上

部
工
事
と
取
り
付
け
道
路
の
整
備
を
行

う
ほ
か
、
必
要
な
用
地
取
得
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
橋
梁
の
整
備
で
は
、
愛
知
県
、
北
名
古

屋
市
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
生
田
橋
の

架
け
替
え
事
業
が
、
完
成
に
向
け
て
最
終

年
を
迎
え
ま
す
。
 

　
な
お
、
暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
身
近
な
生
活
道
路
に
お
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
側
溝
の
改
良
や
舗
装
整
備
 

▲都市計画道路一宮春日井線（３月５日現在） 

か
さ
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に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
五
条
川
右
岸
処

理
区
の
西
市
町
・
昭
和
町
・
下
本
町
西
沼

地
区
に
お
い
て
面
整
備
を
い
た
し
ま
す
。
 

　
自
然
環
境
の
再
生
で
は
、
２１
年
度
途
中

か
ら
実
施
し
ま
し
た
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
事
業
を
引
き
続
き
行
い
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
事
業
の
対
象
施
設
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
直
接
の
整
備
事
業
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
町
村
振
興
協
会
の
補
助

を
得
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
の
関
連
事
業
に
も
取

り
組
み
、
生
物
多
様
性
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。
 

　
ま
た
、
「
岩
倉
市
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
見
直
し
て
、
一
層
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
施
設
整
備
に
必

要
と
な
る
負
担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
３
年
間
、
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
２２
年
度
も
５

千
万
円
を
積
み
立
て
、
施
設
整
備
の
進
行
 

状
況
と
財
政
状
況
の
推
移
を
見
な
が
ら

適
正
な
財
政
運
用
に
努
め
ま
す
。
 

 少
子
高
齢
化
社
会
の
対
応
な
ど
時

代
変
化
へ
の
対
処
 

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
‐
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
の
第
３
は
、
少
子

高
齢
化
社
会
の
対
応
な
ど
時
代
変
化
へ

の
対
処
で
す
。
 

　
２１
年
度
の
所
信
表
明
で
「
核
家
族
化
で

子
育
て
に
不
安
や
孤
独
感
を
持
っ
て
い

る
母
親
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
た
め

の
、
拠
点
と
な
る
場
づ
く
り
を
検
討
す
る
」

と
申
し
上
げ
、
市
民
プ
ラ
ザ
整
備
の
際

に
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
移
設
に
必
要
な
事
業
を

行
い
ま
す
。
子
ど
も
心
あ
ふ
れ
る
絵
を
壁

面
に
描
く
ほ
か
、
利
用
時
間
や
育
児
広
場

の
開
催
内
容
を
見
直
し
て
、
子
ど
も
に
と

っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て
も
気
軽
に
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
、
い

わ
ゆ
る
３
人
乗
り
自
転
車
の
購
入
に
対

し
て
補
助
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
す
。
こ

れ
は
３
万
５
千
円
を
上
限
に
２
分
の
１

の
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
 

　
施
設
の
芝
生
化
に
も
試
験
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
中
部
保
育
園
・
仙
奈
保
育
園
・

岩
倉
南
小
学
校
で
行
い
、
生
育
状
況
を
見

な
が
ら
管
理
方
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

に
努
め
ま
す
。
 

　
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
 

級
・
２
級
の
人
の
精
神
疾
患
以
外
の
入
院

に
対
し
て
、
市
独
自
に
２
分
の
１
を
助
成

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
精
神
疾

患
以
外
の
通
院
に
対
し
て
も
２
分
の
１

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
 

　
少
子
化
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
病
気
の

回
復
期
に
小
児
科
医
の
い
る
施
設
で
児

童
を
お
預
か
り
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
病

後
児
保
育
を
拡
充
し
、
病
気
の
時
で
も
お

預
か
り
す
る
病
児
保
育
事
業
と
し
て
内

容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
児
童
館
の
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
で
は
、
夏
季
休
業

日
の
み
に
限
り
ま
す
が
、
小
学
４
年
生
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
母
子
自

立
相
談
員
は
こ
れ
ま
で
、
嘱
託
職
員
１
名
、

パ
ー
ト
職
員
１
名
で
対
応
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
パ
ー
ト
職
員
を
嘱
託
職
員
に

切
替
え
て
相
談
・
指
導
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
 

　
子
ど
も
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の

施
策
に
基
づ
い
て
支
給
を
行
い
ま
す
。
 

　
高
齢
者
対
策
で
は
、（
仮
称
）老
人
憩
の

家
の
建
設
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
太
陽
光

発
電
を
取
り
入
れ
て
環
境
問
題
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
高
齢
者
と
子
ど
も
が
交
流

で
き
る
施
設
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
に
つ
き
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ま
し
て
は
、
認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
て
調
査
・
研
究

す
る
こ
と
と
し
、
認
知
症
地
域
見
守
り
事

業
の
内
容
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
医
療
・
健
康
に
つ
き
ま
し
て
は
、
脳
ド

ッ
ク
の
対
象
者
数
を
２１
年
度
に
は
２
０
０

人
に
拡
大
し
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
１
０
０
人
を
加
え
て
、

３
０
０
人
に
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。
女

性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
で
は
、

国
か
ら
の
補
助
が
半
減
さ
れ
ま
し
た
が
、

２１
年
度
と
同
様
の
規
模
で
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
妊
婦
の
無
料
健
康
診
査
は
、
既
に
回
数

の
拡
大
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

検
査
項
目
を
増
や
す
な
ど
検
診
内
容
を

充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
‐
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
の
第
４
は
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
で
も
あ
り
、

そ
の
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
ご
承
知

の
と
お
り
、
２１
年
度
に
市
民
プ
ラ
ザ
の
整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
益
的
活
動
を
さ

れ
て
い
る
団
体
の
情
報
発
信
、
情
報
交
流

を
行
い
、
団
体
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
ま

ち
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
下
、

４
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
準
備

を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
当
面
は
、

機
器
の
取
り
扱
い
の
習
熟
と
、
情
報
の
コ

ン
テ
ン
ツ
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
少
子
高
齢
化
の

と
こ
ろ
で
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
１０

月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
と
な
る
た
め
、
市
民

プ
ラ
ザ
全
体
を
機
能
的
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
少
し
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
「
無
縁
社
会
」
と
言

う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、
現
代
社
会
は
住
民
力
・
地

域
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
全
国
的
な
傾
向
の
よ
う
で
す
。
地
域

社
会
の
絆
が
希
薄
に
な
る
傾
向
は
、
共
助

に
逆
行
し
、
防
災
や
防
犯
な
ど
で
も
地
域

に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
住
民
力
、
地

域
力
を
回
復
す
る
ひ
と
つ
と
し
て
、
祭
り

事
業
等
を
地
域
参
加
の
形
で
ど
の
よ
う

に
活
用
で
き
る
か
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
学
校
教
育
で
は
、
２２
年
度
か
ら
「
結
ぶ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た
な
教
育
プ
ラ
ン

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
現

在
使
用
し
て
い
る
給
食
用
食
器
が
経
年

劣
化
に
よ
り
割
れ
や
す
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
計
画
的
に
買
い
替
え
を
し
ま
す
。

２２
年
度
は
中
学
校
の
食
器
を
取
り
替
え

る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
教
室
の
机
、
椅

子
も
計
画
的
に
買
い
替
え
を
し
て
い
き

ま
す
。
学
校
芸
術
鑑
賞
事
業
と
し
て
は
、

音
楽
鑑
賞
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
演
劇
鑑
賞
も

充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
生
き
物
を
大
切
に
し
、

心
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
獣
医
に
よ
る
小

学
校
で
の
動
物
の
飼
育
指
導
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
 

　
市
民
農
園
は
、
現
在
、
各
小
学
校
区
に

１
か
所
、
計
５
か
所
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
 

▲岩倉市民プラザ 

▲（仮称）老人憩の家完成予想図 
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農
業
と
農
地
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
、

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
東
町
の
市
民
農
園
の
地
主
か

ら
返
還
要
請
が
あ
り
、
新
た
に
鈴
井
町
地

内
に
市
民
農
園
を
新
設
い
た
し
ま
す
。
 

 地
元
産
業
の
発
展
 

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
　
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
の
第
５
は
、
地
元

産
業
の
発
展
で
す
。
 

　
岩
倉
市
商
工
会
発
足
５０
周
年
記
念
で
、

共
通
商
品
券
を
発
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、

そ
の
一
部
を
補
助
し
、
市
内
の
流
通
、
消

費
を
拡
大
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
を
応
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県
の
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
費
補

助
金
を
活
用
し
、
２１
年
度
に
緊
急
雇
用
創

出
事
業
基
金
事
業
で
実
施
し
た
「
人
の

駅
」
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
そ
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、
２１
年
度

と
同
様
の
道
路
清
掃
委
託
・
用
排
水
路
浚

渫
に
加
え
て
桜
の
管
理
台
帳
作
成
を
行

い
、
雇
用
の
創
出
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
 

　
ま
た
、
経
済
危
機
対
策
と
し
て
２１
年
度

に
実
施
し
ま
し
た
創
業
資
金
融
資
利
子

補
給
金
・
緊
急
保
証
制
度
保
証
料
助
成

金
・
住
宅
確
保
等
支
援
事
業
も
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
農
業
振
興
で
は
、
保
育
園
や
学
校
で
の

給
食
賄
い
材
料
と
し
て
、
市
内
で
収
穫
さ

れ
た
ち
っ
チ
ャ
イ
菜
を
は
じ
め
と
し
た

野
菜
や
米
な
ど
を
計
画
的
に
納
入
し
て
 

い
た
だ
け
る
よ
う
農
業
関
係
団
体
の
協

力
を
得
、
地
産
地
消
面
か
ら
も
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 　
　
将
来
に
備
え
た
‐
行
財
政
改

　
　
革
の
推
進
 

 民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
・
能
力
や

手
法
の
活
用
 

　
２
つ
目
の
柱
は
、
「
将
来
に
備
え
た
‐

行
財
政
改
革
の
推
進
」
で
す
。
 

　
そ
の
う
ち
の
第
１
は
、
民
間
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
・
能
力
や
手
法
の
活
用
で
す
。
 

　
岩
倉
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン

は
、
２１
年
度
が
計
画
期
間
の
最
終
年
度
で

あ
り
、
２２
年
度
は
そ
の
総
括
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
期
間
内
に
計
画
を
達
成
で

き
た
も
の
、
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
検
証

し
、
民
間
経
営
の
手
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取

り
入
れ
て
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る
新
た

な
行
政
改
革
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
私
は
、
行
政
の
役
割
は
そ
の
時
代
時
代
に

よ
っ
て
変
化
し
て
く
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
の
市
役
所
と
し
て

の
機
能
と
言
い
ま
す
か
、
行
政
管
理
の
機

能
が
根
本
に
あ
り
、
そ
の
上
に
、
よ
り
少

な
い
経
費
で
よ
り
高
い
効
果
を
求
め
て

の
行
政
経
営
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
に
お
い

て
は
、
行
政
が
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
地

域
経
営
を
お
互
い
に
担
っ
て
い
く
と
の

考
え
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
既
に
公
益
的
な
活
動

で
数
多
く
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
団

体
や
、
ま
た
新
た
な
公
益
活
動
を
始
め
ら

れ
る
団
体
等
を
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
民
間
委
託
な
ど
、
民
間
の
活
力

を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
 

 歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
見
直
し
 

　
「
将
来
に
備
え
た
‐
行
財
政
改
革
の

推
進
」
の
第
２
は
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出

の
見
直
し
で
す
。
 

　
歳
入
を
確
保
す
る
た
め
、
収
納
率
の
向
上

に
は
、
引
き
続
き
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
納
税
者
と
な
る
企
業
誘
致
や
人
口
増
 

－  

し
ゅ
ん
 

せ
つ
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加
に
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
開
発
案
件

に
つ
き
ま
し
て
は
総
合
的
な
判
断
の
も

と
、
積
極
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
流
入
人
口
を
促
す
意
味
で
も
、

岩
倉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
少
額
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
政

財
産
使
用
料
条
例
を
制
定
し
、
公
平
・
公

正
な
運
用
を
す
る
中
で
、
歳
入
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
 

　
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
見
直
し
検

討
結
果
報
告
に
基
づ
き
、
フ
ッ
素
塗
布
事

業
助
成
金
・
転
作
奨
励
作
物
種
子
購
入
事

業
費
補
助
金
等
の
縮
小
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
一
方
で
新
設
を
し
た
補
助
金
も
あ

り
ま
す
が
、
見
直
し
の
趣
旨
を
尊
重
し
、

適
正
な
制
度
設
計
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
 

 自
治
基
本
条
例
の
制
定
 

　
「
将
来
に
備
え
た
‐
行
財
政
改
革
の

推
進
」
の
第
３
は
、
自
治
基
本
条
例
の
制

定
で
す
。
 

　
自
治
基
本
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ

る
２
月
に
、
四
日
市
大
学
総
合
政
策
学
部

の
岩
崎
恭
典
教
授
に
「
今
、
な
ぜ
、
自
治

基
本
条
例
な
の
か
？
」
と
題
し
て
、
市
職

員
向
け
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
職
員
が
共
通
の
認
識
を
持

つ
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
２２
年
度
は
、

総
合
計
画
策
定
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
を
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
自
治
基
本
条
例
は
、
そ
の
策

定
過
程
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
の
か
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
創
り
あ
げ
て
い

く
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 　
　
市
民
の
期
待
に
応
え
る
‐
市

　
　
役
所
づ
く
り
 

 や
る
気
の
あ
る
職
員
を
よ
り
増
や

す
こ
と
 

　
３
つ
目
の
柱
は
、
「
市
民
の
期
待
に
応

え
る
‐
市
役
所
づ
く
り
」
で
す
。
 

　
そ
の
う
ち
の
第
１
は
、
や
る
気
の
あ
る

職
員
を
よ
り
増
や
す
こ
と
で
す
。
２１
年
度

に
始
め
ま
し
た
「
第
４
次
総
合
計
画
」
策

定
の
中
で
、
若
手
職
員
か
ら
な
る
市
民
満

足
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
職
員
の
意
欲
と
豊
か
な
発
想
に
よ
る

創
意
工
夫
に
富
ん
だ
計
画
づ
く
り
に
も

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
チ
ー
ム
で
は
、

市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
で
市
民
の
皆
様
の

意
見
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と
も
し
て

く
れ
ま
し
た
が
、
市
民
と
職
員
と
が
価
値

観
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
本

当
に
市
民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
を

真
剣
に
考
え
、
市
民
の
求
め
て
い
る
こ
と

を
把
握
し
、
改
善
し
て
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

　
政
権
交
代
に
よ
り
事
業
仕
分
け
が
有
名

に
な
り
、
自
治
体
で
も
事
業
仕
分
け
を
実

施
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
市
で
も
事
業
仕
分
け
と
い
う
方
法

も
含
め
、
事
務
事
業
の
必
要
性
を
客
観
的

に
評
価
す
る
方
法
を
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
目
標
管
理
制
度
の
導
入
に
向
け

て
研
修
を
行
い
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
職
員
に
や
る
気
を
持
っ

て
も
ら
い
、
や
る
気
の
あ
る
職
員
を
評
価

し
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
 

　
公
共
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

改
善
・
前
進
・
成
長
の
風
土
づ
く
り
の
た

め
に
、
組
織
内
で
の
伝
達
は
も
と
よ
り
、

私
か
ら
職
員
へ
月
に
１
、
２
回
意
識
改
革

な
ど
の
思
い
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
と
の
協
働
も
大
切
な
テ
ー
マ
で
あ

り
、
４
月
か
ら
は
広
報
い
わ
く
ら
で
も
発
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信
し
て
い
き
ま
す
。
 

 人
材
活
用
・
Ｉ
Ｔ
活
用
と
先
進
事

例
の
研
究
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
 

　
「
市
民
の
期
待
に
応
え
る
‐
市
役
所

づ
く
り
」
の
第
２
は
、
人
材
活
用
・
Ｉ
Ｔ

活
用
と
先
進
事
例
の
研
究
で
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
す
。
 

　
先
ほ
ど
の
事
業
仕
分
け
で
も
そ
う
で

あ
り
、
今
ま
で
も
そ
う
で
あ
り
ま
し
た
が
、

職
員
に
は
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
確
実

に
果
た
せ
る
能
力
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で

新
た
に
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
研
究
発
表
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
２１
年
度
に
職
員
の
意
識
改

革
と
保
育
園
の
民
営
化
を
研
究
す
る
場

と
し
て
、
初
め
て
職
員
に
よ
る
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
公
立
保
育

園
の
民
営
化
・
幼
保
一
元
化
の
可
能
性
に

つ
き
ま
し
て
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
関
係

者
を
含
め
た
研
究
会
を
設
置
し
、
調
査
、

研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
先
進
事
例
の
研
究
で
は
、
個
々
に
先
進

自
治
体
を
研
究
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、
先
進
事
例
や
政
府
の
動
向
を
常
に

研
究
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
全
国
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
１
つ
で
あ
る
「
福
祉
自
治
体
ユ

ニ
ッ
ト
」
に
参
加
し
て
、
積
極
的
に
福
祉

の
情
報
を
取
り
入
れ
て
市
政
に
反
映
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
Ｉ
Ｔ
の
活
用
で
は
、
無
償
の
オ
ー
プ
ン

ソ
フ
ト
な
ど
の
活
用
を
研
究
し
、
よ
り
経

費
の
掛
か
ら
な
い
方
法
で
、
市
か
ら
の
情

報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、
既
存
の
枠
組
み
や

思
考
で
し
か
施
策
を
考
え
な
い
職
員
か

ら
、
柔
軟
な
思
考
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に

富
ん
だ
施
策
を
考
え
出
す
職
員
を
評
価
、

重
用
し
、
活
力
あ
る
組
織
づ
く
り
を

し
て
い
き
ま
す
。
人
材
活
用
で
は
、
広
い

視
野
に
立
つ
職
員
を
育
て
る
こ
と
も
大

事
で
あ
り
、
人
材
交
流
を
通
じ
て
他
自
治

体
と
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
人
脈
を

持
っ
た
職
員
を
育
て
る
こ
と
が
、
新
し
い

岩
倉
市
の
職
員
を
育
て
る
こ
と
に
も
繋

が
り
ま
す
。
そ
こ
で
総
務
省
等
に
職
員
１

名
と
愛
知
県
消
防
学
校
に
教
官
と
し
て

１
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
年
間
の
予
定
で
派

遣
い
た
し
ま
す
。
 

   　
そ
れ
で
は
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。
 

　
平
成
２２
年
度
一
般
会
計
予
算
案
の
総

額
は
、
１
２
８
億
１
千
５
０
０
万
円
で
、

前
年
度
当
初
比
１３
・
５
㌫
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
主
な
理
由
は
、
子
ど
も
手

当
・
生
活
保
護
・
心
身
障
害
者
福
祉
に
か

か
る
扶
助
費
、
（
仮
称
）
老
人
憩
の
家
建

設
工
事
費
、
北
島
藤
島
線
の
道
路
改
良
事

業
に
伴
う
橋
梁
工
事
費
、
千
亀
橋
架
け
替

え
工
事
費
、
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業

「
新
濃
尾
地
区
」
負
担
金
等
に
よ
る
も
の

で
す
。
 

　
歳
入
で
は
、
た
ば
こ
税
や
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
若
干
の
増
収
を
見
込

む
も
の
の
昨
年
来
か
ら
の
景
気
不
況
の

影
響
か
ら
市
民
税
の
減
収
が
予
測
さ
れ
、

市
税
全
体
で
は
、
６３
億
６
千
４
７
０
万
円

で
１
・
２
㌫
の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。
 

　
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し

い
政
権
に
よ
り
、
国
全
体
で
は
増
額
と
な

る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
配

分
方
法
の
詳
細
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
８
億
６
千
万
円
を
見
込
み
、

臨
時
財
政
対
策
債
７
億
４
千
９
０
０
万

円
と
合
わ
せ
て
増
額
と
し
ま
し
た
。
 

　
市
債
は
、
（
仮
称
）
老
人
憩
の
家
・
北

島
藤
島
線
の
道
路
改
良
事
業
な
ど
の
借

り
入
れ
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
全
体
で
は

臨
時
財
政
対
策
債
も
含
め
て
１０
億
２
千

３
０
０
万
円
で
４４
・
４
㌫
増
に
な
り
ま
し
 

ち
ょ
う
よ
う
 

　
平
成
２２
年
度
予
算
概
要
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た
。
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
市
債
発
行
額
を

抑
制
し
借
り
換
え
や
借
り
入
れ
利
率
の

引
き
下
げ
な
ど
に
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、
景
気
の
落
ち
込
み
に
よ
る
財
政
補
填

の
た
め
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
額
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

　
一
方
、
地
方
譲
与
税
に
つ
き
ま
し
て
は

１
億
４
千
４０
万
円
で
５
・
１
㌫
の
減
、
自

動
車
の
買
い
替
え
需
要
の
減
少
で
自
動

車
取
得
税
交
付
金
は
８
千
９
０
０
万
円
で

６
・
３
㌫
の
減
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
子
ど
も
手
当
に
よ
り
国
庫
支
出

金
７
億
３
千
９
９
５
万
円
、
同
県
支
出
金

１
億
１
千
３
８
４
万
円
、
生
活
保
護
の
扶

助
費
の
増
に
よ
り
国
県
支
出
金
５
億
３

千
２
７
８
万
円
、
北
島
藤
島
線
道
路
改
良

工
事
に
よ
り
国
庫
補
助
金
１
億
２
千
５０
万

円
と
小
牧
市
か
ら
の
負
担
金
１
億
１
千

３
６
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
 

　
公
共
料
金
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
水
道
料
金
の
料
金
体
系
を
見
直
し
、
水

道
料
金
と
同
様
に
基
本
水
量
５
立
方
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
基
本
料
金
を
新
た
に
設

定
し
、
利
用
の
少
な
い
方
に
配
慮
い
た
し

ま
し
た
。
 

 　
私
は
、市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、「
新
し
い

感
覚
で
変
わ
ろ
う
岩
倉
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
市
民
の
皆
様
に
訴
え
て
当
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
１
年
あ
ま
り
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、２１
年
度
予
算
の
所
信
表
明
で
、「
今
、

時
代
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
も

申
し
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
、本
当
に
市

民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
を
真
剣
に
考
え
、

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
大
切
に
し
て
市
政
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
２１
年
４
月
に
は「
岩
倉
市
職

員
の
理
念
」を
定
め
 

 １
　
　
公
共
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果

　
　
　
た
す
。
 

２
　
　
本
当
に
市
民
の
た
め
に
な
っ
て

　
　
　
い
る
か
を
真
剣
に
考
え
て
行

　
　
　
動
す
る
。
 

３
　
　
職
員
や
組
織
が
常
に
成
長
や
前

　
　
　
進
の
努
力
を
す
る
。
 

 　
こ
れ
ら
が
普
遍
的
に
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
の
認
識
の
統
一
を

手
が
け
ま
し
た
。
 

　
職
員
の
意
識
改
革
と
し
て
、
で
き
な
い
の

で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
市
民
の
皆
様
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
意
識
す
る
よ
う
に

務
め
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
従
来
の
市
政
懇
談
会
を
、
よ
り
身

近
な
テ
ー
マ
や
情
報
交
換
に
な
る
よ
う
に
と
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
周
知
が
足
り
な
い
よ
う
で
す
の
で
、

開
催
個
所
が
増
え
る
努
力
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
対
象
団
体
を
拡
大
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
初
め
て
で
あ
り
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た

点
も
反
省
し
て
今
後
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。
 

　
私
の
退
職
金
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛

知
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
に
お
い
て
首
長
の
退
職
金
額
を

定
め
ら
れ
る
よ
う
、
申
し
入
れ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
現
在
は
、
組
合
議
会
全
員
協
議
会

に
お
い
て
継
続
審
議
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
事
は
地
域
で
決
め
る
、
地
域
主
権
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
た
方
向
に
向
か
う
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
私
は
、
厳
し
い
時
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、

思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
を
図
り
、
市
民
が

希
望
を
持
て
る
市
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く

と
共
に
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、を
実
感
で
き

る
岩
倉
を
目
指
し
」、全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、議

員
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
 

が
始
ま
り
ま
す
 

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
を
購
入
 

さ
れ
る
人
に
補
助
を
実
施
し
ま
す
 

                　
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
観

点
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
が
創
設
さ
れ
ま

す
。
 

●
支
給
対
象
　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど

も
の
い
る
世
帯
（
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
）
 

●
支
給
金
額
　
対
象
児
童
１
人
当
た
り
月

額
１
万
３
千
円
（
平
成
２２
年
度
）
 

●
申
請
が
必
要
な
人
　
中
学
生
の
子
ど
も

の
い
る
世
帯
や
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
は
、
申
請
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
公
務
員
の
人

は
、勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
）。
 

※
平
成
２２
年
３
月
３１
日
に
児
童
手
当
を

受
け
て
い
た
世
帯
は
、
新
た
な
手
続
き
は

不
要
で
す
（
小
学
校
を
卒
業
し
、
４
月
か

ら
中
学
校
１
年
生
と
な
る
児
童
が
い
る
場

合
も
、
手
続
き
は
不
要
で
す
）
。
 

　
新
た
に
手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
、
後

日
個
別
で
申
請
書
等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
そ
の
通
知
を
ご
覧
の
う
え
、申
請

猶
予
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
支
給
日
　
６
月
９
日
（
４
〜
５
月
分
）
、

１０
月
８
日
（
６
〜
９
月
分
）
、
平
成
２３
年

２
月
９
日
（
平
成
２２
年
１０
月
〜
平
成

２３
年
１
月
分
）
、
平
成
２３
年
６
月
９
日

（
平
成
２３
年
２
〜
３
月
分
）
（
予
定
）
 

※
な
お
、
平
成
２２
年
２
・
３
月
分
の
児
童

手
当
は
、
平
成
２２
年
６
月
の
振
り
込
み
と

な
り
、
子
ど
も
手
当
の
第
１
回
目
の
振
込

日
と
同
日
の
予
定
で
す
。
 

※
新
た
に
手
続
き
の
必
要
な
人
の
う
ち
、

５
月
１４
日
（金）
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
さ

れ
た
人
は
、
平
成
２２
年
６
月
の
支
給
日
に

振
り
込
み
を
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
手
続

き
完
了
後
の
随
時
払
（
月
１
回
）
と
な
り

ま
す
。
 

●
新
た
に
手
続
き
が
必
要
な
人
へ
の
申
請

猶
予
期
間
に
つ
い
て
　
９
月
３０
日
（木）
ま
で
 

に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
平
成
２２

年
４
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
た
だ

け
ま
す
。
 

※
こ
の
事
業
の
予
算
は
、
３
月
定
例
会
に

新
年
度
予
算
と
し
て
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
児
童
家
庭
課
家
庭
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。
 

      岩
倉
市
で
は
、
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

（
通
称
、
３
人
乗
り
自
転
車
）
を
購
入
さ

れ
る
人
に
購
入
額
の
２
分
の
１
（
３
万
５

千
円
を
限
度
）
を
補
助
し
ま
す
。
 

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
、

子
ど
も
と
保
護
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
補
助
の
対
象
と
な
る
人
　
 

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
 

②
購
入
時
に
お
い
て
６
歳
未
満
（
０
〜
５

歳
）
の
子
が
２
人
以
上
い
る
こ
と
 

③
ご
自
身
が
養
育
す
る
幼
児
を
同
乗
さ
せ

る
た
め
に
使
用
す
る
人
 

④
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人
が
、
こ
の

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
 

●
対
象
と
な
る
自
転
車
 

①
社
団
法
人
自
転
車
協
会
の
制
定
し
て
い

る
「
Ｂ
Ａ
Ａ
マ
ー
ク
（
安
全
・
環
境
基
準

適
合
車
マ
ー
ク
）
」
と
幼
児
２
人
同
乗
用

自
転
車
安
全
基
準
に
適
合
し
「
幼
児
２
人

同
乗
基
準
適
合
車
の
マ
ー
ク
」
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
も
の
 

②
運
転
者
の
座
席
と
は
別
に
幼
児
２
人
が

同
乗
で
き
る
座
席
を
設
置
し
た
も
の
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●
市
政
の
窓
●
 

                           
平
成
２２
年
度
国
民
健
康
保
険
税
（
納
期

は
年
１２
期
）
の
第
１
期
か
ら
第
３
期
分
ま

で
の
普
通
徴
収
の
世
帯
の
納
付
書
を
４
月

１５
日
（木）
に
送
付
し
ま
す
。
 

 
今
回
送
付
し
ま
す
納
付
書
の
保
険
税
額

は
、
税
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
前
年

所
得
金
額
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
第

１
期
か
ら
第
３
期
分
ま
で
の
合
計
は
前
年

度
保
険
税
額
の
１２
分
の
３
に
相
当
す
る

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
第
４
期
以
降
の
保
険
税
に
つ
い
て
は
前

年
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
算
定
し
た
年
税

額
か
ら
第
１
期
か
ら
第
３
期
分
を
差
し
引

い
た
額
を
、
各
納
期
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

 
保
険
税
は
、
国
や
市
か
ら
の
補
助
金
と

と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
支
え
る
重
要
な

財
源
で
す
。
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
さ

れ
た
と
き
の
医
療
費
を
は
じ
め
出
産
育
児

一
時
金
、
葬
祭
費
等
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

　
保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
期
内

の
も
の
に
限
り
ま
す
）
で
も
保
険
税
を
納

付
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
 

付
書
を
送
付
し
ま
す
 

③
財
団
法
人
日
本
交
通
管
理
技
術
協
会
の

発
行
す
る
自
転
車
安
全
点
検
整
備
済
証

（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も

の
 

④
市
に
販
売
を
登
録
し
た
事
業
者
（
下
表

の
指
定
店
）
か
ら
購
入
し
た
も
の
 

※
中
古
品
や
転
売
品
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
 

●
補
助
金
額
　
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

購
入
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
は

切
り
捨
て
、
上
限
３
万
５
千
円
）
 

●
購
入
方
法
　
補
助
を
受
け
た
い
人
は
、

児
童
家
庭
課
で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
要
件
に
該
当
す
る
人
に
は
補
助
券
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
補
助
券
を
指
定
店

に
お
渡
し
の
う
え
購
入
い
た
だ
く
と
、
補

助
額
分
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
 

※
こ
の
事
業
の
予
算
は
、
３
月
定
例
会
に

新
年
度
予
算
と
し
て
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
児
童
家
庭
課
児
童
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。
 

※店名は、あいうえお順。 

いとうサイクル 

井上サイクル商会 

ブライトンサイクリー 

丸幸サイクル 

宮重自転車商会 

横定サイクル商会 

指定店名 所在地 電話番号 

本町畑中２１－２ 

八剱町１７ 

下本町燈明庵１３６－６ 

本町上郷裏１７ 

下本町下市場１０３ 

下本町城址１９ 

３７－０４６１ 

３７－１７４４ 

３７－２５２９ 

３７－０５１７ 

３７－０４８０ 

３７－０５０９ 

（４月１日登録予定） 販売登録指定店 

妊婦健康診査の検査項目 

を拡充します 

　岩倉市では、４月１日か

ら妊婦健康診査（１４回分）

の検査項目を拡充します。 

　４月１日から新様式の妊

婦健康診査受診票を交付し

ますが、３月３１日までに交付された妊婦健康診査受診票をお

持ちの人は、新様式の妊婦健康診査受診票に交換しますので、

医療機関等を受診する前に、母子健康手帳・旧の妊婦健康診査

受診票を持って４月１日以降に保健センターへお越しください。 

　なお、４月１日以降に妊娠届出をする人は、毎週木曜日（祝

日を除く）の母子健康手帳交付時に妊婦健康診査受診票を交付

します。 

●問合先　健康課指導グループ（保健センター内☎３７－３５

１１）まで。 
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４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
・
年
 

金
給
付
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

      ●
国
民
年
金
保
険
料
　
４
月
か
ら
平
成

２３
年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
５
千
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
 

●
年
金
給
付
額
 

　
平
成
２２
年
度
の
年
金
給
付
額
は
据
え

置
き
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
は
、
４０
年
加

入
の
満
額
で
月
額
６
万
６
千
８
円
（
年
額

７９
万
２
千
１
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
一
宮
年
金
事
務
所
（
☎
０
５

８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
７
）
ま
た
は
市
民

窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
年
金
担
当
（
☎
３

８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

       
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
６５
歳
以
上

の
人
の
平
成
２２
年
度
の
介
護
保
険
料
額

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
保
険
料
額

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
）
。
 

　
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
特

別
徴
収
の
人
に
は
「
仮
徴
収
額
特
別
徴
収

の
お
知
ら
せ
」
を
、
ま
た
、
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
の
窓
口
や
口
座
振
替
で
納
め
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
人
に
は
「
納
入
通

知
書
（
仮
徴
収
額
通
知
書
）
」
を
４
月
上

旬
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
保
険
料
額
を
算
定
す
る
基
礎
と

な
る
平
成
２１
年
中
の
所
得
金
額
が
確
定

し
て
い
な
い
た
め
、
ご
案
内
す
る
保
険
料

額
は
仮
徴
収
の
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所

得
金
額
の
確
定
後
の
本
徴
収
額
お
よ
び
月

別
の
納
付
額
は
、
７
月
上
旬
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

●
市
政
の
窓
●
 

平成２２年度の所得段階別介護保険料 

（所得段階の第４段階②の額） 

平成２１～２３年度 

の基準額（月額） 
３，４９５円 

平
成
２２
年
度
 

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
 

険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

※老齢福祉年金…明治４４年（１９１１年）４月１日以前に生まれた人が受けている年金です。 
※合計所得金額…「所得」とは実際の「収入」から「必要経費相当額」を差し引いた額です。 
※課税年金収入…老齢退職年金等の課税年金収入が対象であり、遺族年金・障害年金等の非課税年金収入は対象 
となりません。 

第１段階  

第２段階  

第３段階   

第４段階① 
（軽減措置）  

第４段階②  

第５段階  

第６段階 

第７段階 

第８段階 

２０，９００円 

２０，９００円 

３１，４００円 

３６，９００円 

４１，９００円 

４７，３００円 

５２，４００円 

６２，９００円 

７３，３００円 

３，４９５円×０．５×１２か月 

所得段階 対　　象　　者 計算方法（１００円未満切り捨て） 保険料年額 

３，４９５円×０．５×１２か月 

３，４９５円×０．７５×１２か月 

３，４９５円×０．８８×１２か月 

３，４９５円×１．０×１２か月 

３，４９５円×１．１３×１２か月 

３，４９５円×１．２５×１２か月 

３，４９５円×１．５×１２か月 

３，４９５円×１．７５×１２か月 

老齢福祉年金受給者で、本人および世帯全員が
市民税非課税の人、または生活保護を受給してい
る人 

本人および世帯全員が市民税非課税で、「合計
所得金額」と「課税年金収入額」の合計が８０万
円（年間）以下の人 

市民税世帯課税、本人非課税で、「合計所得金額」
と「課税年金収入額」の合計が８０万円（年間）以
下の人 

本人および世帯全員が市民税非課税で、第２段
階以外の人 

市民税世帯課税、本人非課税で、上記第４段階
①以外の人 

本人に市民税が課税されていて、「合計所得金額」
が１２５万円未満の人 

本人に市民税が課税されていて、「合計所得金額」
が１２５万円以上２００万円未満の人 

本人に市民税が課税されていて、「合計所得金額」
が２００万円以上５００万円未満の人 

本人に市民税が課税されていて、「合計所得金額」
が５００万円以上の人 
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●
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政
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窓
●
 

交
通
災
害
共
済
に
家
族
 

そ
ろ
っ
て
加
入
を
 

平
成
２２
年
度
後
期
高
齢
者
 

医
療
制
度
の
保
険
料
の
お
 

知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
 

      　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
人
で
普

通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
）
の
人
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
暫

定
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」・「
納
入
通
知

書
」
を
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
保
険
料
の
納
期
内
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

       
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が
交
通
事
故

で
け
が
や
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、
交
通
災

害
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い

す
る
制
度
で
す
。
　
 

 
な
お
、
岩
倉
市
で
は
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
人
の
会
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

会
費
の
全
額
を
岩
倉
市
が
支
払
っ
て
加
入

し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
人
は
ご
自
分

で
加
入
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
外
国
人

登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
 

●
会
費
　
１
人
年
額
５
０
０
円
（
９
月
３０

日
以
降
に
加
入
の
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場

合
は
、
１
人
３
０
０
円
）
 

●
共
済
期
間
　
平
成
２２
年
４
月
１
日
（
途

中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
日
の
翌
日
）
〜

平
成
２３
年
３
月
３１
日
 

●
加
入
申
込
方
法
　
先
に
ご
案
内
し
て
い

ま
す
よ
う
に
平
成
２２
年
度
か
ら
申
し
込

み
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
い
た
区
で
の
取
り
ま
と
め
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
 

 
平
成
２１
年
度
に
加
入
さ
れ
て
い
た
世

帯
へ
は
、
１
月
下
旬
に
郵
便
に
よ
り
加
入

申
込
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
加
入
を
希

望
さ
れ
る
人
は
指
定
の
取
扱
場
所
で
会
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
新
規
で
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
市
役
所

市
民
窓
口
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

●
取
扱
場
所
　
市
役
所
市
民
窓
口
課
、
い

ち
い
信
用
金
庫
愛
北
営
業
部
・
岩
倉
支
店
、

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
岩
倉
支
店
・
岩
倉

西
支
店
、
中
京
銀
行
岩
倉
支
店
、
岐
阜
銀

行
岩
倉
支
店
、
名
古
屋
銀
行
岩
倉
支
店
、

十
六
銀
行
岩
倉
支
店
、
愛
知
銀
行
岩
倉
支

店
（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
郵
便
局
）
で
の
取
り
扱
い
は
で
き

ま
せ
ん
）
 

●
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
２２
年
４
月

１
日
現
在
に
お
い
て
７５
歳
以
上
（
昭
和

１０
年
４
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人
と
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
 

●
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自
動
車
、
バ

イ
ク
、
自
転
車
に
よ
る
人
身
事
故
 

●
共
済
見
舞
金
の
額
　
下
表
の
と
お
り
 

●
請
求
期
限
　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
日
か

ら
２
年
以
内
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
２

年
を
過
ぎ
て
か
ら
の
請
求
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

　消防本部が担当していた次の防災業務は、４月１日（木）か

ら総務部行政課で担当することになりましたのでお知らせします。 

①地域防災計画および災害対策に関すること。 

②防災会議および災害対策本部に関すること。 

③自主防災組織の指導、育成等に関すること。 

④防災知識の啓発および普及に関すること。 

⑤その他防災に関すること。 

●問合先　行政課生活安全グループ（☎３８－５８０４）まで。 

防災業務は４月から行政課が担当します 

※実日数とは、病院に実際に入院・通院した日数です。 

死亡した場合 
後遺障害の場合（自動車損害賠償保障法施行令の別表第１級、第２級、第３級の各号に掲げる障害） 
入院通院治療実日数が２４０日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　１５０日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　１２０日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　　９０日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　　６０日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　　３０日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　　１５日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　　　８日以上の傷害を受けた場合 
 〃　　　　　　　７日以下の傷害を受けた場合 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 

等級 交　　　通　　　災　　　害　　　の　　　程　　　度 共済見舞金 
１，５００，０００円 
８００，０００円 
２５０，０００円 
１２０，０００円 
１００，０００円 
７０，０００円 
５０，０００円 
４０，０００円 
３０，０００円 
２０，０００円 
１０，０００円 
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　国勢調査は５年に１度、日本国内に住むすべての人・世帯を対象とする大切な調査です。 

　調査を正確に実施するためには、調査員の支援が必要です。 

　皆さんのお力添えをお願いします。 

 

●募集人員　２２０人（定員になりしだい締め切ります） 

●応募資格　次のすべての用件を満たす人 

　　　　　　①年齢が２０歳以上 

　　　　　　②税務および警察などの事務に直接関係がない 

　　　　　　③公職の候補者の選挙活動に直接関係がない 

●調査員の仕事の内容 

　・国勢調査員の身分は、総務大臣に任命される非常勤の国家公務員です。 

　・任命期間は８月下旬から１０月下旬の予定です。 

　・調査員事務の説明会（８月下旬または９月上旬）に出席した後、担当 

　　調査区について９月下旬から調査の事務を行っていただきます。 

　・受け持ち地域にお住まいのすべての世帯を漏れなく、重複なく把握し 

　　て、必要な枚数の調査票を配布し、調査票の書き方、提出方法などを 

　　説明します。 

　・調査票の配布後は、郵送提出される世帯への提出状況の確認、期限までに提出していただけなか

　　った世帯への訪問回収等を行います。 

 

　　●調査方法の変更点　 

　　　・調査員は調査票の検査を行いません。 

　　　・プライバシーに配慮して、すべての調査票は封入して提出いただくことになります。 

　　　・調査票の提出方法は、世帯が市に郵送する方法も可能になりました。なお、提出方法 

　　　　は、世帯が選択することになります。 

 

●調査員の報酬（国の基準によります） 

　２調査区の場合、約７万円程度です。（調査件数により増減があります。） 

●応募方法 

　次のいずれかで、５月３１日（月）（郵送の場合、消印有効）までに応募してください（電話申込

不可）。 

①郵送…はがきに住所・氏名・生年月日・年齢・職業・電話番号・調査時の移動手段（自動車・バイ

ク・自転車・徒歩）を記入のうえ、郵送してください。 

②持ち込み…企画財政課で配布する所定の用紙に必要事項を記入のうえ提出してください。用紙は、

岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）からもダウンロードできます。 

③電子申請…あいち電子自治体推進協議会のホームページにアクセスし、利用規約等に基づき必要事

項を入力して申請してください。アドレスは、http//www.e-aichi.jpです。 

●その他　原則として１人２調査区（１調査区の世帯数は約６０世帯）を担当していただきます。 

●問合先　企画財政課企画グループ（☎３８－５８０５）まで。 

～今回の国勢調査の調査方法は大きく変わります！～ 

平成２２年国勢調査の調査員を募集します！ 

平成２２年１０月１日 
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小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
 

録
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
 

第
３
日
曜
日
に
休
日
納
 

付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
市
が
発
注
す
る
予
定
価

格
が
３０
万
円
以
下
の
工
事
お
よ
び
修
繕

に
つ
い
て
、
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
入
札
参
加
資
格
審
査

を
受
け
て
い
な
い
人
へ
の
新
た
な
登
録
制

度
を
４
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
 

　
市
内
で
事
業
を
営
ま
れ
、
登
録
を
希
望

す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

す
で
に
平
成
２２
・
２３
年
度
の
入
札
参
加

資
格
申
請
（
建
設
工
事
）
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録

へ
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
申
請
者
の
資
格
 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、申

請
の
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

①
市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
住
所
を

有
し
な
い
人
 

②
成
年
被
後
見
人
お
よ
び
被
保
佐
人
並
び

に
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
人
 

③
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
を
有
し
な
い
人
 

④
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人
 

●
受
付
日
時
　
４
月
１
日
（木）
か
ら
随
時

に
受
け
付
け
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
８
時

３０
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

●
登
録
有
効
期
間
　
今
回
の
受
付
は
、
平

成
２２
・
２３
年
度
分
で
す
（
岩
倉
市
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
有
効
期
間
と
同

じ
）
。
 

●
受
付
場
所
　
市
役
所
３
階
行
政
課
契
約

検
査
グ
ル
ー
プ
（
郵
送
で
は
受
け
付
け
し

ま
せ
ん
）
 

●
申
請
用
紙
　
指
定
用
紙
を
使
用
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
市
役
所
３

階
行
政
課
契
約
検
査
グ
ル
ー
プ
で
配
布
し

ま
す
。
 

●
提
出
部
数
　
１
部
 

●
問
合
先
　
行
政
課
契
約
検
査
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
０
）
ま
で
。
 

      　
日
ご
ろ
、
仕
事
な
ど
で
税
金
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
確
定
申

告
の
時
期
を
除
き
、
第
３
日
曜
日
に
休
日

の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
４
月
１８
日
（日）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
税
務
課
 

●
問
合
先
　
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

●ご利用方法 
　利用される人は、申込時に協定保養所へ「愛知県後期高齢者医療制度の被保険者」であることを伝え、
宿泊当日、保養所の窓口で後期高齢者医療の保険証および利用カード（初回利用時に交付）を提示して
ください。精算時に利用料金に対し、１，０００円を助成します。 
●問合先　愛知県後期高齢者医療広域連合給付課（☎０５２－９５５－１２０５）まで。 

　被保険者の皆さんの健康の保持・増進を目的に、次の協定保養所に宿泊する場合、１人１泊に
つき１，０００円を助成します（平成２３年３月３１日まで、全保養所合わせて４泊まで利用できます）。 

愛知県後期高齢者医療制度の 

協 定 保 養 所 利 用 助 成 事 業  

犬山市 

桑名市 

東浦町 

田原市 

蒲郡市 

豊田市 

場所 協定保養所名 電話番号 

０５６８－６７－３８１１ 

０５９４－４２－３３３０ 

０５６２－８２－０２３５ 

０５３１－３５－１１５１ 

０５３３－６８－４６９６ 

０５６５－６２－０１００ 

レイクサイド入鹿 

名古屋市休養温泉ホーム松ケ島  

あいち健康プラザ 

シーサイド伊良湖 

サンヒルズ三河湾 

豊田市　百年草 
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市
税
の
納
税
に
は
、安
全
で
便
利
な
 

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

木
造
住
宅
の
無
料
診
断
 

を
し
ま
し
ょ
う
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
市
税
や
介
護
保
険
料
な

ど
の
支
払
い
に
、
安
全
で
大
変
便
利
な
口

座
振
替
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
口
座
振
替
は
、
一
度
の
手
続
き
で
、
決

ま
っ
た
日
に
自
動
的
に
銀
行
な
ど
の
口
座

か
ら
支
払
い
を
す
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●
口
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

★
市
県
民
税
（
個
人
・
普
通
徴
収
分
）
 

★
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
 

★
軽
自
動
車
税
 

★
国
民
健
康
保
険
税
 

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

★
介
護
保
険
料
 

★
保
育
料
 

★
学
童
保
育
料
 

★
水
道
料
（
下
水
道
使
用
料
を
含
む
）
 

●
手
続
き
の
し
か
た
 

　
預
金
通
帳
、
預
金
通
帳
使
用
印
鑑
、
口

座
振
替
を
し
た
い
市
税
や
保
険
料
な
ど
の

領
収
書
ま
た
は
納
付
通
知
書
を
持
参
し
、

預
金
口
座
の
あ
る
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
口
座
振
替
依
頼
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

　
た
だ
し
、
保
育
料
・
学
童
保
育
料
は
各

保
育
園
ま
た
は
各
児
童
館
お
よ
び
児
童
家

庭
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
取
扱
金
融
機
関
　
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
・
い
ち
い
信
用
金
庫
・
愛
知
北
農
業
協

同
組
合
・
中
京
銀
行
・
岐
阜
銀
行
・
名
古

屋
銀
行
・
十
六
銀
行
・
愛
知
銀
行
の
全
国

の
本
店
・
支
店
と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便

局
）
で
す
。
 

●
振
替
期
日
　
申
込
日
か
ら
振
替
開
始
ま

で
に
１
か
月
の
期
間
が
必
要
で
す
。
 

　
そ
の
間
に
納
期
が
致
来
す
る
税
に
つ
い

て
は
、
お
送
り
し
ま
し
た
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
直
接
現
金
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
領
収
書
が
必
要
な
人
は
、
各
担

当
課
で
領
収
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
 

★
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
は
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
６
）
ま
で
。
 

★
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

★
介
護
保
険
料
は
介
護
福
祉
課
介
護
保
険

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

★
保
育
料
・
学
童
保
育
料
は
児
童
家
庭
課

児
童
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）

ま
で
。
 

★
水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
）
は
上
下

水
道
課
（
☎
３
８
‐
５
８
１
６
）
ま
で
。
 

      　
愛
知
県
は
地
震
国
日
本
の
中
で
も
有
数

の
地
震
県
で
す
。
 

　
か
け
が
え
の
な
い
人
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
ま
ず
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

で
す
。
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
構

法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル
構

法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
空
家
は
対
象
外
で
す
）
 

木
造
住
宅
だ
け
で
な
く
非
木
造
住
宅
（
構

造
が
鉄
骨
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
）

に
つ
い
て
も
耐
震
診
断
費
の
補
助
の
対
象

に
な
り
ま
す
 

●
申
込
方
法
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人
は
簡
易
耐
震
診
断
票
に
、

ま
た
、
非
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
都
市
整
備
課
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

　
耐
震
診
断
で
、
耐
震
性
能
が
低
い
と
判

定
さ
れ
た
場
合
は
、
耐
震
改
修
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
は
補
助
金
が

出
ま
す
。
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
（財）
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
（
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
）
で
、
判
定
値
を

１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
。
た

だ
し
、
耐
震
補
強
上
有
効
な
耐
震
改
修
工

事
（
判
定
値
に
０
・
３
を
加
算
し
た
数
値

以
上
と
す
る
）
に
限
る
。
 

●
補
助
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
（
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、

そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。
 

●
補
助
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
を
補
助
の

対
象
と
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー

プ
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
が
あ
り
ま
す
 

●
市
政
の
窓
●
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●
市
政
の
窓
●
 

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
 

け
ま
し
ょ
う
 

　
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
費
の
１０
㌫
相
当
額
（
２０

万
円
を
限
度
）
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
 

　
固
定
資
産
税
は
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に

一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
ま
た
は
税
務
課

課
税
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
６
）

ま
で
。
 

       
狂
犬
病
は
、
咬
傷
な
ど
か
ら
侵
入
し
た

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
気

で
、
発
症
す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
死
に
至

る
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
現
代
の
医
学
を
も

っ
て
し
て
も
有
効
な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
で
は
昭
和
３２
年
以
来
国
内
で
狂

犬
病
に
か
か
っ
た
犬
の
発
生
を
見
て
い
ま

せ
ん
が
、
平
成
１８
年
に
は
２
人
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
咬
ま
れ
、
国
内
で
発
症
し
、
死
亡

し
て
い
ま
す
。
ま
た
世
界
保
健
機
構
に
よ

る
と
、
外
国
で
は
年
間
約
５
万
５
千
人
が

狂
犬
病
で
死
亡
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
海
外
と
の
交
流
が
容
易
に
な
っ

た
昨
今
、
日
本
国
内
で
狂
犬
病
が
発
生
す

る
危
険
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
こ
の
恐
ろ
し
い
狂
犬
病
で
す
が
、

有
効
な
治
療
法
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
立
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
感
染
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
犬
に
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
さ
せ
、
免
疫
を
つ
け
さ
せ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
後
９１
日
を
過
ぎ
た
ら
必
ず
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
岩
倉
市
で
は
下
表
の
と
お
り
狂
犬
病
予

防
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。
日
時
と
場
所

を
確
認
の
う
え
、
最
寄
り
の
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知

ら
せ
は
が
き
が
、
登
録
さ
れ
て
い
る
飼
養

者
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
射
会

場
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
内

容
に
誤
記
、
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

内
容
を
訂
正
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
は
飼
養
者
の
人
が
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
注
射
料
金
は
１
頭
３
千
３
０
０
円
で
す

（
内
訳
…
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金
２
千
７

５
０
円
、
狂
犬
病
注
射
済
票
交
付
料
５
５

０
円
）
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
、
別

途
犬
の
登
録
手
数
料
３
千
円
が
必
要
で
す
。

お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
 

　
ま
た
、
事
故
防
止
の
た
め
、
会
場
へ
は

飼
い
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
お
連
れ
く
だ

さ
い
。
犬
の
ふ
ん
は
飼
養
者
の
責
任
で
も

っ
て
始
末
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

個
別
に
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ら
れ
た
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
獣
医
師
発
行
の

狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書
を
お
持
ち
に

な
り
、
環
境
保
全
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
狂
犬
病
注
射
済
票
交
付
料
５
５
０
円
が

必
要
で
す
）。ま
た
、
犬
が
病
気
や
高
齢
な

ど
の
理
由
で
予
防
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い

と
き
は
、
獣
医
師
発
行
の
「
狂
犬
病
予
防

注
射
猶
予
証
明
書
」
を
環
境
保
全
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
 

　
登
録
後
、
犬
が
死
亡
し
た
場
合
や
、
犬

の
所
在
地
・
飼
養
者
な
ど
登
録
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
環
境
保
全
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

こ
う
し
ょ
う
 

４月１２日（月） 

実施日 実施会場 実施時間 

４月１３日（火） 

４月１４日（水） 

４月１５日（木） 

４月１６日（金） 

４月２３日（金） 

八剱会館 
石仏会館 
東町会館 

午後１：００～１：４０ 
午後２：００～２：４０ 
午後３：００～３：３０ 

新いづみ公園（西市町） 
大上市場会館 
大矢公園（栄町） 

午後１：００～１：４０ 
午後２：００～２：４０ 
午後３：００～３：３０ 

大地町坂折社 
大山寺町生田明神社 
大市場町公会堂 

午後１：００～１：４０ 
午後２：００～２：４０ 
午後３：００～３：３０ 

北島町公会堂 
野寄町公会堂 
川井町白山社 

午後１：００～１：４０ 
午後２：００～２：４０ 
午後３：００～３：３０ 

下本町神明生田神社 
稲荷町稲荷社 
曽野町公会堂 

午後１：００～１：４０ 
午後２：００～２：４０ 
午後３：００～３：３０ 

八剱会館 
稲荷町稲荷社 
下本町神明生田神社 

午後１：００～１：４０ 
午後２：００～２：４０ 
午後３：００～３：３０ 
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４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
使
用
 

で
き
る
区
域
が
広
が
り
ま
す
 

 
      　

４
月
１
日
か
ら
西
市
町
、
本
町
、
鈴
井

町
、
中
野
町
の
各
一
部
の
区
域
で
下
水
道

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
区
域
内
の
人
で
、
浄
化
槽
を
お
使
い
の

場
合
は
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ

さ
い
。
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合

は
、
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る

区
域
内
の
人
で
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
工
事

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
受
益
者
負
担
金
　
 

　
下
水
道
整
備
区
域
内
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
、
地
上
権
、
質
権
、

使
用
貸
借
ま
た
は
賃
貸
借
に
よ
る
権
利
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
へ
下
水
道

受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
工
事
は
指
定
工
事
店
で
　
排
水
設
備
工

事
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
は
、
市
が
指

定
し
た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま

せ
ん
。
次
頁
表
の
「
指
定
工
事
店
一
覧
」

か
ら
選
ん
で
工
事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
排
水
設
備
工
事
費
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
 

　
下
水
道
の
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
次

の
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん（
無
利
子
）

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は

指
定
工
事
店
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
工
事
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

す
る
工
事
…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か

所
増
す
ご
と
に
３０
万
円
以
内
を
加
算
）
 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円

以
内
（
浄
化
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
１５

万
円
以
内
を
加
算
）
 

●
雨
水
対
策
に
ご
協
力
を
　
　
　
　
　
 

　
新
た
に
下
水
道
へ
接
続
す
る
時
は
、
家

庭
の
浄
化
槽
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
へ
転
用
さ
れ
ま
す
と
、
雨

水
を
貯
留
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
浄
化

槽
の
転
用
は
、
雨
水
対
策
に
な
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
上
下
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
５
）
ま
で
。
 

●
市
政
の
窓
●
 

平成22年度から使用できる区域 

平成23年度使用予定区域 

下水道が使用できる区域 
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●
市
政
の
窓
●
 

岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧 平成２２年４月１日現在４９社 

有限会社　アイセイ工業 

有限会社　新井工業 

株式会社　石原水道 

株式会社　イチテック　岩倉支店 

伊藤水道工業　株式会社　岩倉支店 

井戸惣工業　株式会社 

有限会社　今井工業所 

株式会社　江口組 

株式会社　大崎工務店　岩倉支店 

有限会社　岡田工業 

尾張衛生管理　株式会社 

協立設備工業　株式会社 

栗本土木　株式会社 

株式会社　光栄設備 

後藤設備 

有限会社　小森管工 

桜井工業　株式会社 

株式会社　佐藤水工社 

有限会社　佐藤設備 

株式会社　サンコーエンヂニア 

三東設備工事　株式会社 

株式会社　ジェーケー・サービス 

昭和土建　株式会社　岩倉支店 

関戸工業　株式会社 

善勝　有限会社 

株式会社　大栄企業 

大興建設　株式会社　岩倉支店 

ダイスイ設備　株式会社 

竹内建築　株式会社 

株式会社　タテビシ設備 

有限会社　富田設備 

株式会社　永井組 

中島工業　株式会社 

株式会社　丹羽組 

株式会社　丹羽工務店 

株式会社　長谷川組　岩倉支店 

有限会社　八信建設 

ハヤカワ工業　株式会社 

有限会社　日野設備 

福崎建設　株式会社 

船橋設備　株式会社 

株式会社　間瀬設備工業 

株式会社　松本工務店 

株式会社　ヤジマ 

株式会社　山新設備 

株式会社　ヤママ住設 

有限会社　ユタカ設備 

株式会社　吉田冷暖房工業所 

株式会社　渡邊組　岩倉支店 

一宮市南小渕間之田６９－２ 

岩倉市新柳町二丁目５６番地 

海部郡蟹江町大字須成字市場１３３１番地 

岩倉市西市町西市２６番地　メゾンサクライ１０２号 

岩倉市鈴井町法成寺３８番地４ 

江南市東野町郷前西１１番地 

一宮市桜一丁目１７番１０号 

岩倉市中本町西出口１番地 

岩倉市中央町三丁目１５番地 

海部郡蟹江町学戸四丁目６番地 

一宮市和光２丁目２番地９ 

名古屋市千種区高見１－１８－９ 

岩倉市八剱町１７２１番地１ 

大府市共西町７丁目３６０番地 

一宮市泉１－２－７ 

岩倉市井上町畑田１４８番地 

岩倉市西市町西野々２０番地 

小牧市小木五丁目４３６番地 

北名古屋市六ツ師松葉１１５番地 

春日井市二子町２丁目１６番地１２ 

名古屋市千種区桜が丘２２６番地 

江南市古知野町熱田２０ 

岩倉市旭町二丁目２４番地２０２号 

岩倉市西市町桝東１０番地２ 

津島市元寺町二丁目４０番地 

岩倉市中本町南白山１番地１５ 

岩倉市新柳町一丁目２７番地 

名古屋市熱田区古新町２丁目７３－２ 

岩倉市東町長山１８番地１ 

岩倉市本町宮東２８番地２ 

名古屋市守山区新守西２００３番地 

江南市草井町西７番地 

一宮市明地字風張３５番地１ 

岩倉市神野町縄境７番地 

岩倉市大市場町郷廻２３４番地 

岩倉市稲荷町羽根１２番地６ 

岩倉市八剱町樋口１７番地１ 

一宮市桜二丁目２番１０号 

一宮市緑三丁目６番地１号 

稲沢市赤池居道町１４５番地 

一宮市浜町五丁目２１番地１ 

岩倉市旭町二丁目３９番地２ 

岩倉市大市場町順喜２７番地１ 

江南市宮後町砂場東２７３番地 

津島市唐臼町西島３３番地 

小牧市大字東田中字南新田１６００番１ 

岩倉市下本町西沼７０番地２ 

名古屋市北区六が池町５６６番地 

岩倉市石仏町たり４５番地 

住　　　　　所 指定工事店名 電話番号 

０５８６－６４－５７８２ 

０５８７－３７－０３５３ 

０５６７－９５－０５１６ 

０５８７－３７－３４４１ 

０５８７－３７－１３４５ 

０５８７－５６－２４７２ 

０５８６－７２－７７１２ 

０５８７－６６－５１０８ 

０５８７－３７－４８３４ 

０５６７－９５－８６８３ 

０５８６－７２－１７９６ 

０５２－７５１－２００４ 

０５８７－６６－３３３３ 

０５６２－４８－３３４４ 

０５８６－７２－８５６１ 

０５８７－３７－５８２３ 

０５８７－３７－２２０５ 

０５６８－７３－４１９１ 

０５６８－２２－５７２６ 

０５６８－３１－５２３７ 

０５２－７８２－２３２２ 

０５８７－５４－０５００ 

０５８７－３７－６６２５ 

０５８７－６６－６３３６ 

０５６７－２２－５２００ 

０５８７－６６－３３２１ 

０５８７－６６－０７９２ 

０５２－６８１－６０１９ 

０５８７－６６－２１１８ 

０５８７－３７－２７３４ 

０５２－７９１－４６７６ 

０５８７－５９－８２２１ 

０５８６－６９－６８８８ 

０５８７－３７－７０００ 

０５８７－６６－０５５０ 

０５８７－６６－５２２９ 

０５８７－３７－３９６２ 

０５８６－７１－４４７５ 

０５８６－２４－２４５１ 

０５８７－２１－７０７０ 

０５８６－７１－３００２ 

０５８７－３７－５７６７ 

０５８７－６６－１１６８ 

０５８７－５４－０２２７ 

０５６７－３１－０４２７ 

０５６８－７７－６９８５ 

０５８７－６６－１８６０ 

０５２－９０１－４４７６ 

０５８７－６６－６４６２ 
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ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
 

      　
市
役
所
の
庁
舎
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
ミ
ニ
ス
テ
ー

ジ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
休
日
の

ひ
と
と
き
、
サ
ー
ク
ル
や
仲
間
同
士
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
 

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
 

　
市
役
所
１
階
東
玄
関
付
近
に
位
置
す
る

光
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
少
人
数
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
に
向
い
て
い
ま
す
。
 

●
利
用
時
間
　
　
土
・
日
曜
日
 

★
午
前
の
部
…
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
 

★
午
後
の
部
…
午
後
零
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
 

★
夜
間
の
部
…
午
後
５
時
〜
９
時
 

●
ジ
ャ
ン
ル
　
自
由
（
カ
ラ
オ
ケ
は
除
き

ま
す
）
 

●
舞
台
面
積
　
約
６
㍍
×
３
・
５
㍍
 

●
設
備
　
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
マ
イ
ク
、

照
明
な
ど
（
事
前
の
利
用
申
請
が
必
要
で

す
）
 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

　
市
役
所
２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
に
面
し
、

窓
か
ら
は
庭
園
も
見
渡
せ
る
明
る
い
ス
ペ

ー
ス
で
す
。
展
示
ボ
ー
ド
や
展
示
用
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
を
完
備
し
て
い
る
た
め
、
絵
画

や
書
、
写
真
な
ど
の
作
品
展
示
に
適
し
て

い
ま
す
。
 

●
利
用
期
間
　
月
〜
日
曜
日
 

　
な
お
、
利
用
で
き
な
い
日
が
日
曜
日
の

場
合
、
期
間
は
前
日
の
土
曜
日
ま
で
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
状
況
に
よ
り
最
長

二
週
間
ま
で
の
貸
出
し
も
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
 

●
利
用
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

９
時
 

●
ジ
ャ
ン
ル
　
市
民
の
文
化
・
芸
術
作
品

等
の
展
示
に
限
る
。
 

●
展
示
ス
ペ
ー
ス
　
約
２２
㍍
 

●
設
備
　
展
示
ボ
ー
ド
（
１
８
０
㌢
×
９０

㌢
）
２０
枚
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
な
ど
 

利
用
の
申
込
に
つ
い
て
 

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
利
用
申
請

書
を
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
受
付
 

・
４
月
受
付
開
始
…
７
〜
９
月
利
用
分
 

・
７
月
受
付
開
始
…
１０
〜
１２
月
利
用
分
 

・
１０
月
受
付
開
始
…
１
〜
３
月
利
用
分
 

・
１
月
受
付
開
始
…
４
〜
６
月
利
用
分
 

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
閉
庁
日
を
除
く
）
 

●
受
付
場
所
　
市
役
所
６
階
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
 

★
申
込
受
付
月
の
初
日
（
閉
庁
日
の
場
合
、

直
後
の
開
庁
日
）
の
午
前
９
時
現
在
で
希

望
日
時
の
重
な
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
 

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
 

★
利
用
で
き
な
い
日
 

①
第
２
日
曜
日
 

②
祝
日
・
振
替
休
日
 

③
１２
月
２９
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で
 

④
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
管
理
上
必
要
と

認
め
る
と
き
 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

も
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
開
催
さ
れ
る

行
事
は
無
料
で
一
般
市
民
に
開
放
さ
れ
る

も
の
に
限
り
ま
す
。
 

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
使
用
の
際
、
監
視

者
が
必
要
な
場
合
は
主
催
者
側
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
 

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
期
間
に
は
、

作
品
の
搬
入
・
搬
出
を
含
み
ま
す
。
 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
の
利
用
時
間
に
は
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
片
付
け
、
リ
ハ
ー
サ
ル
等
の

時
間
を
含
み
ま
す
。
な
お
、
会
場
整
理
な

ど
は
主
催
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
は
練
習
用
に
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

も
、
物
品
・
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
の
営

業
行
為
や
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
 

★
利
用
中
の
事
故
、
作
品
の
破
損
、
な
ど

に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
設
備

の
破
損
等
が
あ
っ
た
場
合
、
実
費
を
請
求

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

★
申
請
の
内
容
に
よ
っ
て
は
ご
利
用
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
身
近
な
み
ど
り

の
保
護
、
保
全
を
図
る
た
め
、
社
寺
境
内

等
の
樹
木
ま
た
は
樹
林
、
あ
る
い
は
屋
敷

林
等
、
民
有
地
の
み
ど
り
を
「
保
護
樹
・

保
護
樹
林
」
と
し
て
指
定
す
る
制
度
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
 

　
該
当
す
る
樹
木
等
の
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
は
、
積
極
的
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
平
成
２１
年
度
ま
で
の
指
定
状
況
 

★
保
護
樹
…
９２
本
 

★
保
護
樹
林
…
９
か
所
 

●
指
定
基
準
 

★
保
護
樹
…
１
・
５
㍍
の
高
さ
に
お
け
る

幹
の
周
囲
が
１
・
５
㍍
以
上
ま
た
は
高
さ

が
１５
㍍
以
上
の
も
の
 

★
保
護
樹
林
…
樹
林
と
し
て
存
す
る
土
地

の
面
積
が
５
０
０
平
方
㍍
以
上
の
も
の
 

●
報
奨
金
額
 

●
市
政
の
窓
●
 

樹
木
・
樹
林
に
報
奨
金
 

を
交
付
し
ま
す
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●
市
政
の
窓
●
 

★
保
護
樹
…
１
か
所
１
本
年
額
５
千
円
、

２
本
以
上
は
年
額
１
万
円
 

★
保
護
樹
林
…
１
か
所
年
額
２
万
円
 

●
樹
勢
診
断
と
治
療
費
の
助
成
 

　
指
定
し
た
樹
木
が
損
傷
、
あ
る
い
は
病

害
虫
等
が
原
因
で
衰
え
た
場
合
は
、
市
で

派
遣
す
る
樹
木
医
に
よ
っ
て
樹
勢
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
診
断
費
用
は

市
が
負
担
し
ま
す
）
。
 

　
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
所
有
者
等
と
市

が
協
議
し
、
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
治
療
に
必
要
な
経
費
の
２
分

の
１
の
額
（
限
度
額
は
２７
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。
 

●
申
請
期
間
　
４
月
１
日
（木）
〜
３０
日
（金）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
 

●
問
合
先
　
都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。
 

      　
愛
知
県
で
は
、
心
身
の
障
害
を
克
服
し

て
高
等
学
校
等
で
修
学
し
て
い
る
人
に
対

し
て
奨
学
金
（
入
学
準
備
金
）
を
、
ま
た

就
労
に
必
要
な
技
能
を
修
得
す
る
た
め
に
、

専
修
学
校
等
に
修
学
し
て
い
る
人
に
対
し

て
技
能
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。
 

　
平
成
２２
年
度
の
奨
学
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
奨
学
金
等
の
支
給

を
希
望
さ
れ
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
対
象
者
 

【
心
身
障
害
高
校
奨
学
生
】
 

　
愛
知
県
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
３
つ
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
 

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
 

②
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
高
等
学
校
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
、
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
（
専
攻
科

を
含
む
）
に
在
学
あ
る
い
は
新
規
に
入
学

す
る
人
 

③
奨
学
金
の
受
給
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人

の
属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
平
成

２０
年
分
の
所
得
額
が
左
表
の
限
度
額
内
で

あ
る
こ
と
 

【
心
身
障
害
者
技
能
習
得
奨
学
生
】
 

　
愛
知
県
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
４
つ
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
 

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
 

②
就
労
に
必
要
な
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
、
専
修
学
校
ま
た
は
各
種
学
校
に
修
学

し
て
い
る
人
 

③
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
人
 

④
奨
励
金
の
受
給
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人

の
属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
平
成

２０
年
分
の
所
得
額
が
左
表
の
限
度
額
内

で
あ
る
こ
と
 

            ●
支
給
額
　
 

【
心
身
障
害
高
校
奨
学
生
】
 

・
月
額
　
１
万
円
 

・
入
学
準
備
金
　
１
万
７
千
５
０
０
円
 

【
心
身
障
害
者
技
能
習
得
奨
学
生
】
 

・
月
額
　
１
万
円
 

●
申
請
方
法
　
介
護
福
祉
課
で
用
意
し
て

い
る
申
請
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
に
は
次
の
証
明
書
等
が
必
要

で
す
。
 

・
学
校
長
が
発
行
し
た
在
学
証
明
書
ま
た

は
入
学
証
明
書
 

・
市
長
が
発
行
し
た
世
帯
中
心
者
の
平
成

２０
年
分
の
所
得
に
係
る
証
明
書
 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し（
在
日
外
国

人
の
人
は
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
）
 

●
申
請
期
間
　
 

・
奨
学
金
…
４
月
１
日
（木）
〜
平
成
２３
年
３

月
２
日
（水）
 

※
４
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
た
め
に
は
、
４

月
末
日
ま
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
 

・
入
学
準
備
金
（
心
身
障
害
高
校
奨
学
生

の
み
）
…
４
月
末
日
ま
で
 

●
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
ま
で
。
 

              
岩
倉
市
で
は
、
安
心
し
て
水
道
水
を
飲

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
水
道
法
に
基

づ
き
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

 
水
質
検
査
の
計
画
と
結
果
に
つ
い
て
は
、

上
下
水
道
課
で
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。ま
た
、岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
。
 

●
問
合
先
　
上
下
水
道
課
上
水
道
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
６
）
ま
で
。
 

※扶養親族等が４人以上は加算となります。 

０人 

１人 

２人 

３人 

扶養親族 
等の人数 

所得限度額 

１，９２０，０００円 

２，３００，０００円 

２，６８０，０００円 

３，０６０，０００円 

水
道
水
を
安
心
し
て
飲
用
 

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
 

愛
知
県
心
身
障
害
高
校
奨
学
 

生
・
心
身
障
害
者
技
能
習
得
 

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
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織
田
伊
勢
守
信
安
公
・
 

山
内
一
豊
公
追
悼
会
 

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
 

第
１７
期
生
を
募
集
し
ま
す
 

消
費
生
活
専
門
相
談
の
 

相
談
日
が
変
わ
り
ま
す
 

図
書
館
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
 

バ
ル
実
行
委
員
（
ボ
ラ
ン
 

テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
 

      　
戦
国
時
代
に
岩
倉
城
主
と
し
て
尾
張
地

方
の
北
半
国
を
支
配
し
て
い
た
織
田
伊
勢

守
信
安
公
と
、
そ
の
家
老
で
あ
っ
た
山
内

盛
豊
を
父
に
も
つ
山
内
一
豊
公
を
し
の
ん

で
、
ゆ
か
り
の
誓
願
寺
に
お
い
て
追
悼
会

を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
 

●
と
き
　
４
月
３
日
（土）
午
前
９
時
３０
分
〜
 

●
と
こ
ろ
　
誓
願
寺
（
下
本
町
）
織
田
伊

勢
守
信
安
公
墓
前
 

　
追
悼
会
終
了
後
、
神
明
生
田
神
社
山
内

一
豊
公
誕
生
地
碑
前
で
献
花
を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
第

１７
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
当
合
唱
団
は
、
平
成
６
年
７
月
に
結
成

さ
れ
、
現
在
２０
人
の
団
員
が
い
ま
す
。
 

　
市
民
音
楽
祭
や
愛
知
県
少
年
少
女
合
唱

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
演
、
市
内
施
設

で
の
演
奏
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
 

　
歌
の
好
き
な
人
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
。
入
団
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
に
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
 

●
参
加
資
格
　
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
ま
で
の
児
童
、
生
徒
で
定
例
の
練

習
日
に
参
加
で
き
る
人
。
 

●
入
団
説
明
会
　
５
月
８
日
（土）
午
前
１０

時
〜
（
み
ど
り
の
家
）
　
 

　
な
お
、
体
験
入
団
が
で
き
ま
す
。
日
時

等
は
４
月
３
日
（土）
午
前
１０
時
〜
正
午

（
き
ら
き
ら
広
場
）
、
４
月
１０
日
（土）
・
２４

日
（土）
午
前
１０
時
〜
正
午
（
み
ど
り
の
家
）
 

●
定
例
練
習
　
原
則
と
し
て
毎
週
土
曜
日
 

★
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜

正
午
（
き
ら
き
ら
広
場
）
 

★
第
２
・
４
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜
正
午

（
み
ど
り
の
家
）
 

●
団
員
　
入
団
金
１
千
円
、
団
費
月
額
１

千
５
０
０
円
、
制
服
貸
与
料
年
額
２
千
円

（
他
に
楽
譜
代
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
）
 

●
今
年
度
の
主
な
予
定
　
 

・
９
月
５
日
（日）
愛
知
県
少
年
少
女
合
唱
連

盟
第
１４
回
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
 

・
１０
月
３１
日
（日）
第
３９
回
市
民
音
楽
祭
参
加
 

●
申
込
・
問
合
先
　
〒
４
８
２
‐
８
６
８

６
〔
住
所
不
要
〕
生
涯
学
習
課
（
☎
３
８

‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

                   　
図
書
館
で
は
、
毎
年
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
は
９
月
１１
日
（土）
に
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
く
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
主
な
活
動
内
容
は
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
Ｐ
Ｒ
、
子
ど
も
手
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
の
企
画
、
当
日
の
会
場
運
営
な
ど
で

す
。
 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま
で
月
に
１
・
２
回

程
度
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
応
募
期
間
　
４
月
１
日
（木）
〜
１５
日
（木）
 

●
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７
‐
６
８
０

４
）
ま
で
。
 

                 　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
資
格
を
持
つ
相

談
員
に
よ
る
消
費
生
活
専
門
相
談
が
４
月

か
ら
月
４
回
に
な
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
相

談
日
も
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
 

●
相
談
日
　
毎
月
第
１
〜
第
４
火
曜
日
午

前
９
時
〜
正
午
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室
 

●
相
談
内
容
　
架
空
請
求
・
振
込
め
詐

欺
・
多
重
債
務
問
題
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
 

●
市
政
の
窓
●
 

つ
い

と
う

え
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●
市
政
の
窓
●
 

多
重
債
務
者
相
談
 

訪
問
販
売
・
悪
質
商
法
・
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
の
ト
ラ
ブ
ル
・
商
品
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
全

般
 

●
そ
の
他
　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
架
空
請
求
の
ハ

ガ
キ
や
契
約
書
な
ど
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」

に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め
の
生
活
再
建

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
　（
４
月
１５
日
・
５
月
２０
日
・
６
月
１７

日
）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室
 

●
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
 

●
主
な
相
談
内
容
 

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、

借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入
金

の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援
、
ヤ
ミ

金
な
ど
 

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の
借
入
の
わ

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相
談
に

よ
る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
予
約
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の

会（
☎
０
８
０
‐
３
２
８
９
‐
７
７
０
４
）
 

【アニーとクリ（動物のイラスト画）】 
●とき　４月１２日（月）～１８日（日）（最終日は午後６時まで） 
●問合先　千村どうぶつ病院（☎６６－１６００）まで。 
 
【第２回岩倉桜まつり小学生写生大会入選作品展】 
●とき　４月１９日（月）～２５日（日）（最終日は午後４時まで） 
●問合先　岩倉青年会議所（☎６６－３４００）まで。 

市民スペース 
市民ギャラリー情報 

　お子さんのご入学おめでとうございます。いよいよ
義務教育９か年の第一歩が始まります。 
家庭生活で身に付けてほしいこと 
－できたことをほめながら育てましょう－ 
①基本的な生活習慣を身に付ける 
・あいさつや返事がきちんとできる。 
・規則正しい生活ができる（早寝早起き） 
・衣服の着替えがきちんとできる　など。 
②友達と仲良くできる 
・外で子ども同士で元気よく遊ぶ。 
・人をたたいたり、けったりしない。 
③お手伝いをする 
・自分でできることは、自分で行う。 
・家族の一員として役割を持たせる。 
　学校では、日常の学校生活や体験的な活動や学校
行事を通して、子ども同士が刺激し合い、高め合い
ながら、担任のきめ細かく温かい指導のなかで、満
足感や成就感を味わわせ、子どもの健全な成長を願
い指導しています。お子さんにとっては、入学後し
ばらくは緊張が続くことと思われます。保護者の皆
さんには、お子さんを励ましていただくとともに、
長い目で見守ってくださることをお願いします。 

　吃音（言葉のつまり）や構音障がい（発音
が不明瞭）、言葉が遅いなどのお子さんの言
葉の障がいで悩んでいらっしゃいませんか。 
　岩倉市内の小学校に「ことばの教室」を開
設しています。通常学級に在籍するお子さん
を指導者が各学校を巡回してマンツーマンで
正しい発音・発声等の指導・訓練を行います。 
●申込方法　各小学校にお申し込みください。 
●問合先　学校教育課（☎３８－５８１８）
まで。 

　教育に関する相談を、毎週火・木曜日の午
後１時から４時まで「くすのきの家」２階の
適応指導教室「おおくす」（☎３８－０３００）
で行っています。 

ご入学おめでとうございます 
－小学校新入学時の保護者の皆さんへ－ 

きつおん 
「ことばの教室」開設のお知らせ 
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●
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・
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介
護
福
祉
課
福
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プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
ま
で
。
 

●
市
政
の
窓
●
 

備　考 事　業　名 内　　　　容 
６５歳 
以　上 

高齢者 
夫　婦 
世　帯 

夫婦共 
に７０歳 
以上 

ひとり 
暮らし 
老　人 

○ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

要介護 
要支援 
認　定 

要介護 
４・５ 

要介護 
４・５ 

ねたき 
り老人 

認知症 
老　人 

１食３４０円 

非課税世帯 

設置および保
守点検時に自
己負担あり 

生活支援型　 
給食サービス 

聞き取り調査で承認された人
を対象に、毎日夕食を配達しま
す（年末年始を除く）。 

訪問理美　 
容サービス 

理美容師が対象者宅を訪問し、
理美容サービスを行います（年
６回実施）。 

紙おむつ 
支給　　 

ねたきり老人を在宅で介護し
ている人に介護用品（紙おむつ）
を支給します。 

ねたきり老人等を在宅で３か月
以上介護している人に手当て
を支給します（月額５，０００円）。 

ねたきり 
老人等介 
護者手当 

聞き取り調査で承認された人
を対象に、電磁調理器等の生
活用具を支給します。 

老人日常 
生活用具 
給付　　 

消防本部の通報センターとつ
ながった緊急通報装置（火災・
ガスセンサー等を併用）を設
置し、急病・火災・ガス漏れ発
生時に速やかに救助・援助を
行います。  

対象者の使用する寝具を回収
し、丸洗・乾燥を行います。 

寝具丸洗 
・乾燥　 

緊急通報 
システム 
設置　　 

課税状況に応じ、
自己負担あり 
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●
市
政
の
窓
●
 

備　考 事　業　名 内　　　　容 
６５歳 
以　上 

高齢者 
夫　婦 
世　帯 

ひとり 
暮らし 
老　人 

○ 

○ 

○ ○ 

○ 

○ ○ 

○ 

要介護 
要支援 
認　定 

要介護 
４・５ 

（非該当 
者も可） 

ねたき 
り老人 

認知症 
老　人 

８５歳以上の人 

非課税世帯 

所得要件あり 

所得要件あり 

１か月５２５円の利
用料と情報提供料
を利用者が負担 

高齢者の日常生活において社
会活動が容易にできるよう、タ
クシー利用券（基本料金と迎車
料金を助成）を支給します（月
２枚）。 

シルバー優待
証明カード交
付（県制度） 

地震などによる家具の転倒を
防ぐため家具転倒防止器具を
取り付けます。 

徘徊行動のある高齢者を介護
している家族に位置情報専用
端末機を貸し出します。 

手すり設置や段差解消など住
宅改善等に要する経費を助成
します（上限５０万円）。 

徘徊高齢者家
族支援サービ
ス 

高齢者等賃貸
住宅住み替え
助成 

名古屋港ポートビル等施設を
無料で見学できる優待カード
を交付します（ただし、名古屋
港水族館は有料で１，０００円）。 

すこやかタク
シー料金助成 

通常の車での移動が困難なね
たきり老人等にリフトタクシー
利用券を交付し、料金の半額（上
限５，０００円）を助成します（月
１枚）。 

リフトタクシ
ー料金助成 

家具転倒防止
器具取付 

高齢者住宅改
善費助成 

家族介護者慰
労金助成 

ねたきり老人等を在宅で介護し、
１年間介護保険のサービスを
利用しない家族を対象に、介護
慰労金を支給します（年額１０
万円）。 

高齢者等の世帯が、優良賃貸
住宅または、これに準ずる住宅
に住み替えをする場合、引越し
にかかる費用の半額（上限２０
万円）を助成します。 

※ひとり暮らし老人は、認定が必要です。また高齢者夫婦世帯とは夫婦ともに７５歳以上の世帯です。 
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●
市
政
の
窓
●
 

備　考 事　業　名 内　　　　容 対象者 

月額３，０００円 

心身障害者扶助料 

愛知県在宅重度障
害者手当 

心身障害者福祉タク
シー料金助成利用券 

特別障害者手当、
障害児福祉手当、
経過的福祉手当 

身体障害者手帳１・２級、
療育手帳Ａ判定、精
神障害者保健福祉手
帳１級 

月額７，０００円 

月額２６，４４０円 特別障害者手当 

月額１６，１００円 

身体障害手帳１・２級
または、ＩＱ３５以下の人、
身体障害３級でＩＱ５０
以下の人 

月額２，５００円 

身体障害者手帳３・４級、
療育手帳Ｂ判定、精
神障害者保健福祉手
帳２級 

月額１，５００円 

身体障害者手帳５・６級、
療育手帳Ｃ判定、精
神障害者保健福祉手
帳３級 

身体障害者手帳１・２
級でＩＱ３５以下の人 

身体障害者手帳または、療育手
帳、精神障害者保健福祉手帳
をお持ちの人 

身体障害者手帳１・２級または、
療育手帳Ａ判定をお持ちの人、
身体障害者手帳３級をお持ち
でＩＱが５０以下の人 

精神または、身体に著しい重度
の障害があり、日常生活におい
て常時特別の介護を必要とす
る２０歳以上の障害者 

精神または、身体に著しい重度
の障害があり、従来の福祉手当
受給者のうち特別障害者手当、
障害基礎年金および特別障害
給付金のいずれも受給してい
ない２０歳以上の障害者 

月額１４，３８０円 

障害児福祉手当 

経過的福祉手当 

精神または、身体に著しい重度
の障害があり、日常生活におい
て常時特別の介護を必要とす
る２０歳未満の障害者 

身体障害者手帳１・２級、療育手
帳Ａ判定、精神障害者保健福祉
手帳１級のいずれかをお持ち
の人 

心身障害者がタクシーを利用するとき
の基本料金と迎車料金を助成する利
用券を月３枚お渡しします。 

施設入所者は除
く 

施設入所者は除
く 

所得制限、併給
制限あり 

・施設入所者、長
期入院者は除く 
・所得制限、併給
制限あり 
・特に重度の人
には県の加算支
給制度あり 
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●
市
政
の
窓
●
 

備　考 事　業　名 内　　　　容 対象者 

補装具費の支給 

ＮＨＫ受信料の免除 

有料道路通行料金
の割引 

自動車運転免許取
得費の補助 

自立支援医療（育
成医療）の給付 

身体障害者住宅改
善費助成事業 

日常生活用具の給
付・貸与 

自動車改造費の補助 

心身障害者扶養共済 

重度の障害児・者が自力で日常生活を
営めるよう特殊寝台、入浴補助用具、
人工喉頭、ストマ用装具などを給付ま
たは、貸与します。 
※原則１割負担 

身体障害者に対し、身体機能の障害を
補い日常生活を容易にするため、補聴
器、車いす、義肢等の交付や修理を行
います。 
※原則１割負担 

障害者に対し、ＮＨＫ受信料が免除さ
れます（全額、半額）。 

身体障害者が自ら自動車を運転する場
合、または重度の障害者が乗車し、その
移動のために介護者が自動車を運転し
て有料道路を利用する場合に通行料金
が割り引かれます（半額割引）。 

身体上の障害を有する人が、生活能力
を得るために必要となる医療の給付（医
療に要する費用の支給）を行っています。 
※所得により自己負担あり（原則、医
療費の１割） 

自立支援医療（更
生医療）の給付 

自立支援医療（精神
障害者通院医療費公
費負担制度）の給付 

身体の機能の回復を図るために必要
となる医療の給付（医療に要する費用
の支給）を行っています。 
※所得により自己負担あり（原則、医
療費の１割） 

精神にかかる疾病を治療するために
必要となる通院医療費を公費で負担
しています。 
※所得により自己負担あり（原則、医
療費の１割） 

身体障害者に対し、住宅改善に要する
対象工事費の２分の１を助成します（上
限５０万円）。 

身体障害者手帳または、療育手
帳をお持ちの人 

身体障害者手帳または、療育手
帳をお持ちの人 

身体障害者手帳・療育手帳・精神
障害者保健福祉手帳をお持ちの人 

身体障害者手帳（１～３級）、療
育手帳をお持ちの人 

１８歳未満の身体上の障害を有
する人 

１８歳以上の身体上の障害を有
する人 

精神障害者 

体幹・下肢・視覚障害、１級・２級
の身体障害者手帳をお持ちの
人 

障害者の自動車運転免許取得費の一
部を助成します（費用の３分の２以内、
上限１０万円）。 

身体障害者が就労などのため、所有の
自動車の操行装置等の一部を改造す
る場合、その経費を助成します（上限１
０万円）。 

障害者の将来のために、保護者が健康な
うちに掛金を拠出し、保護者が死亡した
り重度障害となった場合、障害者に年金
を支給します（年金１口当たり２万円）。 

身体障害者手帳・療育手帳・精神
障害者保健福祉手帳をお持ちの人 

身体障害者手帳をお持ちの人 

障害の種別や等
級等に制限があ
り 

障害の種別や等
級等に制限があ
り 

障害の種別や等
級等に制限があり 

掛金は加入時の
加入者（保護者）
の年齢によって
異なります 

所得制限あり 
※江南保健所へ
申請 

所得制限あり 

身体障害者手帳をお持ちで、運
転免許証に「免許の条件」と付
されている人 

所得制限あり 

所得制限あり 

所得制限あり 
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１０キロ男子４０歳未満 
　１位　３０分１８秒　牛山　　純一　フェンリル（長野県） 
　２位　３０分５６秒　日下部　吉彦　関体協（岐阜県） 
　３位　３１分２１秒　徳山　　雄太　三菱自動車岡崎（岡崎市） 
　４位　３１分３４秒　池田　　昌雄　内外カーボン（春日井市） 
　５位　３２分１９秒　山田　　大介　三菱重工名古屋（名古屋市） 
１０キロ男子４０歳以上 
　１位　３３分３７秒　杉山　　茂広　岩塚ランナーズ（甚目寺町） 
　２位　３４分０６秒　大宮　　和男　名古屋市役所（岩倉市） 
　３位　３４分５５秒　畑　　　正治　（武豊町） 
　４位　３５分５３秒　二村　　昌夫　ＮＴＴ－岐阜（岐阜県） 
　５位　３６分００秒　猪股　　　勇　山梨県民信組（山梨県） 
１０キロ女子４０歳未満 
　１位　３７分０４秒　山下　由都季　至学館高校（名古屋市） 
　２位　３７分５５秒　松本　真由美　至学館高校（名古屋市） 
　３位　３７分５７秒　肥田　　幸子　至学館高校（名古屋市） 
　４位　３８分１１秒　高橋　　実由　至学館高校（名古屋市） 
　５位　４３分５１秒　近嵐　　悠希　（小牧市） 
１０キロ女子４０歳以上 
　１位　３９分２３秒　樫尾　　園子　名城ＡＲＣ（日進市） 
　２位　４０分２１秒　加藤　　由香　（北名古屋市） 
　３位　４１分２２秒　林　　　恭子　ＴＰＡＣ（みよし市） 
　４位　４１分５５秒　中原　　明美　あいち健康の森（東浦町） 
　５位　４２分１２秒　兼松　　美恵　（犬山市） 
４キロ男子中学生 
　１位　１３分０８秒　松浦　　大志　（名古屋市） 
　２位　１３分２４秒　長谷川　佳弘　一宮市浅井中学校（一宮市） 
　３位　１３分２８秒　小松　　海登　岩倉中学校水泳部（岩倉市） 
　４位　１３分３７秒　吉岡　　大輝　名古屋市立香流中学校（名古屋市） 
　５位　１３分４３秒　山本　　大河　古知野中学校（江南市） 

４キロ男子４０歳未満 
　１位　１３分２１秒　酒井　　達哉　古知野中学校（扶桑町） 
　２位　１３分３８秒　高井　　浩二　ＫＳＡＣ（小牧市） 
　３位　１３分４５秒　井上　　徳昭　弥富高校（岩倉市） 
　４位　１３分４８秒　堀　　　隆広　でんでんむし（岩倉市） 
　５位　１４分０２秒　大島　　有平　ＫＩＲＩＮ（滋賀県） 
４キロ男子４０歳以上 
　１位　１３分３５秒　松本　　善夫　塩津小教員（蒲郡市） 
　２位　１３分５１秒　市川　　光庸　三菱自動車岡崎（岡崎市） 
　３位　１３分５８秒　林　　　博樹　ＴＰＡＣ（みよし市） 
　４位　１４分１２秒　矢立　敬二郎　球磨Ｒ．Ｔ（名古屋市） 
　５位　１４分４３秒　入谷　　吉広　（小牧市） 
４キロ女子中学生 
　１位　１５分３６秒　横山　友里乃　ＡＣ一宮（七宝町） 
　２位　１５分５０秒　伊藤　　美祥　古知野中学校（江南市） 
　３位　１６分１３秒　杉本　　梨保　岩南陸上部（岩倉市） 
　４位　１６分３６秒　中野　　花菜　（常滑市） 
　５位　１７分０７秒　伊藤　　羽菜　古知野中学校（江南市） 
４キロ女子４０歳未満 
　１位　１５分０６秒　服部　　真子　愛知高校（名古屋市） 
　２位　１５分１２秒　大塚　友加里　豊田大谷高校（瀬戸市） 
　３位　１５分４９秒　長谷川　詩織　至学館高校（名古屋市） 
　４位　１５分５４秒　大塚　　可純　（瀬戸市） 
　５位　１６分２１秒　手塚　　美穂　至学館高校（名古屋市） 
４キロ女子４０歳以上 
　１位　１６分１８秒　吉田　　文子　菊里クラブ（岡崎市） 
　２位　１６分３７秒　加藤　　順子　菊里クラブ（名古屋市） 
　３位　１７分２５秒　横山　　龍子　七宝ＲＣ（七宝町） 
　４位　１７分２８秒　竹村　　文子　さざん走遊会（稲沢市） 
　５位　１８分０１秒　河合　　雅代　（豊明市） 
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歯
周
病
と
糖
尿
病
の
関
係
 

尾
北
歯
科
医
師
会
　
　
浜
島
　
　
悟
 

　
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
は
、
合
併
症
と

し
て
網
膜
症
、
腎
障
害
、
神
経
障
害
、

末
梢
血
管
障
害
、
大
血
管
障
害
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
最
近

で
は
、
歯
周
病
が
第
６
番
目
の
合
併
症

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
 

　
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
、
糖
尿
病
を
患

っ
て
い
な
い
人
に
比
べ
て
歯
周
病
に

な
る
危
険
性
が
２
〜
３
倍
高
い
と
い

う
統
計
が
研
究
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
ぜ
糖
尿
病
の
人
が
歯
周
病
に
な
り

や
す
い
の
で
し
ょ
う
？
 

　
高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
、
血
流
が

悪
く
な
り
、
白
血
球
機
能
が
低
下
し
ま

す
。
ま
た
、
唾
液
や
歯
と
歯
肉
の
間
か

ら
出
る
滲
出
液
中
の
糖
分
が
高
く
な

り
、
唾
液
も
減
少
し
口
腔
内
が
乾
燥
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
歯
周
病

や
虫
歯
の
原
因
で
あ
る
細
菌
が
繁
殖

し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
し
、
歯
周
組

織
を
修
復
す
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
代
謝
機

能
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

               　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
糖
尿
病
患

者
さ
ん
は
、
口
腔
内
の
健
康
が
損
な
わ

れ
や
す
く
、
歯
周
病
や
虫
歯
の
進
行
が

加
速
さ
れ
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が

歯
周
病
や
虫
歯
な
ど
の
細
菌
に
感
染

し
た
状
態
で
は
、
身
体
の
イ
ン
ス
リ
ン

に
対
す
る
反
応
も
悪
く
な
り
、
高
血
糖

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は

歯
が
痛
く
て
食
事
の
量
が
減
少
し
た

り
、
食
べ
物
が
偏
る
と
、
食
事
療
法
や

薬
物
療
法
な
ど
も
正
し
く
進
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
歯
周
病
と
糖
尿
病
の

関
係
は
、
お
互
い
が
悪
影
響
を
及
ぼ
し

合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

長
く
健
康
を
保
つ
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
？
 

　
前
回
の
健
康
講
座
で
、
８
０
２
０
運

動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
“
８０

歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
自
分
の
歯
が
２０

本
は
残
っ
て
い
る
よ
う
に
し
よ
う
”
と

い
う
運
動
で
す
。
 

　
こ
の
運
動
は
高
齢
者
の
た
め
の
運

動
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

は
若
い
時
か
ら
の
口
腔
ケ
ア
の
大
切

さ
を
訴
え
る
も
の
で
す
。
 

　
歯
は
突
然
抜
け
落
ち
る
の
で
は
な

く
、
長
期
間
、
歯
を
大
切
に
し
な
か
っ

た
こ
と
が
、
歯
が
抜
け
や
す
い
条
件
を

そ
ろ
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
実
際
に
歯

周
病
を
患
っ
て
い
る
人
は
１９
歳
前
後

で
す
で
に
５０
㌫
に
達
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
糖
尿
病
は
高
齢
者
に
多
い
病

気
で
す
が
、
そ
の
原
因
が
若
い
時
か
ら

の
好
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
も
若

い
時
か
ら
の
予
防
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
 

　
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
、
口
の
中
の
健

康
に
、
よ
り
気
を
配
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
の
は
事
実
で
す
が
、
正
し
い
歯
磨

き
、
定
期
的
な
検
査
、
そ
し
て
よ
り
良

い
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
守
れ
ば
、
生

涯
自
分
の
歯
を
守
る
こ
と
も
夢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歯
の
大
切
さ
、
糖
尿
病

と
歯
の
相
互
関
係
を
よ
く
理
解
し
て
、

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
合
併
症
を
予

防
し
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に
長
生
き

し
ま
し
ょ
う
。
 

し
ん
し
ゅ
つ
え
き
 

は
ち
ま
る
に
い
ま
る
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「
問
題
商
法
」
や
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　
４
月
に
な
り
、
進
学
や
就
職
な
ど
、
今

ま
で
と
違
う
環
境
に
身
を
置
い
て
新
生
活

を
ス
タ
ー
ト
す
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
 

　
新
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を
躍
ら
せ
、
つ

い
つ
い
周
り
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
新
た
な
土
地
へ
送
り
出
し
た
子
ど

も
の
こ
と
が
心
配
で
気
が
気
で
な
か
っ
た

り
。
そ
ん
な
時
期
の
心
の
緩
み
等
を
多
く

の
「
問
題
商
法
」
は
狙
っ
て
き
ま
す
。
 

こ
ん
な
話
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
 

　
「
今
は
不
景
気
で
就
職
が
難
し
い
、
こ

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
就
職
に
有
利
に

な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
勧
誘
の
電
話
が
突

然
あ
っ
た
。
 

　
確
か
に
最
近
は
ニ
ュ
ー
ス
で
も
暗
い
話

題
が
多
く
、
資
格
が
あ
っ
て
損
を
す
る
こ

と
は
無
い
な
と
思
い
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に

教
材
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
送
ら
れ
て

き
た
教
材
は
説
明
さ
れ
た
も
の
と
は
違
う

し
何
だ
か
割
高
に
思
え
た
。
調
べ
て
み
る

と
国
家
資
格
に
似
た
名
前
の
実
在
し
な
い

資
格
試
験
の
教
材
で
、
そ
こ
で
だ
ま
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
 

　
こ
れ
は
「
資
格
商
法
」
と
言
わ
れ
る
手

口
で
す
。
資
格
を
取
る
こ
と
自
体
は
何
も

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
就
職
に
有
利
」
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の

資
格
は
本
当
に
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
も

の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
の
資
格
を
取
る
た

め
の
費
用
や
一
般
的
な
勉
強
法
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
契
約
を

し
て
し
ま
う
前
に
し
っ
か
り
と
確
認
を
し

て
、
不
要
な
場
合
は
「
お
断
り
し
ま
す
」

や
、「
電
話
を
し
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
ハ
ッ
キ
リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
 

　
そ
の
他
に
も
、
「
簡
単
に
高
収
入
が
得

ら
れ
る
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
る
」
な
ど
と
甘

い
誘
い
文
句
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
「
ア

ル
バ
イ
ト
詐
欺
」
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る

の
で
、
「
甘
い
話
に
は
毒
が
あ
る
」
と
思

っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
す
べ
て
を
鵜
呑
み
に

し
な
い
で
、
し
っ
か
り
と
自
分
で
判
断
し

ま
し
ょ
う
。
 

新
し
い
オ
レ
オ
レ
詐
欺
も
多
発
し
て
い
ま
す
 

　
「
オ
レ
だ
け
ど
、
交
通
事
故
を
起
こ
し

ち
ゃ
っ
て
、
相
手
の
治
療
費
に
○
○
万
円

が
い
る
か
ら
す
ぐ
に
振
り
込
ん
で
」
こ
う

い
っ
た
手
口
で
現
金
を
だ
ま
し
取
る
の
が

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
典
型
的
な
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
警
察
や
各
自
治
体
か
ら

の
注
意
喚
起
の
成
果
も
あ
り
平
成
２１
年
に

お
け
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
認
知
件
数
、

被
害
総
額
は
左
表
の
と
お
り
前
年
に
比
べ

確
実
に
減
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
最
近
で
は
新
し
い
手
口
の

「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
一
つ
に

犯
人
が
直
接
現

金
を
だ
ま
し
取

る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、

身
内
を
装
っ
た

犯
人
が
「
オ
レ

だ
よ
、
借
金
を

し
て
い
て
、
今

日
が
返
済
期
限

な
ん
だ
、
お
金

を
貸
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
て
現
金
を
用
意
さ
せ
、
そ
の

後
に
「
借
り
た
相
手
が
今
、
家
の
近
く
に

い
る
か
ら
渡
し
て
ほ
し
い
」
と
、
借
金
取

り
を
装
っ
た
犯
人
に
現
金
を
渡
さ
せ
る
も

の
で
す
。
こ
の
手
口
に
よ
る
被
害
が
２
月

の
中
旬
か
ら
愛
知
県
内
で
多
発
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
お

金
を
請
求
す
る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場

合
は
ま
ず
家
族
と
連
絡
を
と
り
確
認
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

　
こ
う
い
っ
た
詐
欺
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
不
安
に
思
う
こ

と
が
あ
れ
ば
市
役
所
１
階
の
市
民
相
談
室

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎
３
８
‐
５

８
２
２
）
ま
で
。
 

オレオレ詐欺の被害発生状況・被害額 

（出展：警察庁ホームページ） 

平成２２年１月末までのデータ 

約１５５億１，９２８万円 
約５２億２６６万円 
約２億６，２７８万円 

平成２０年 
２１年 
２２年 

年 認知件数 被害総額 
７，６１５件 
３，０５７件 
１７７件 

う
　
の
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募集  

催し  
        ●

み
ど
り
の
家
か
ら
の
お

知
ら
せ
 

  ち
い
さ
な
朗
読
会
　
 

　
土
曜
日
の
朝
の
ひ
と
と
き
、

み
ど
り
の
家
で
、
絵
本
・
紙
芝

居
な
ど
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
 

▼
内
容
　
「
よ
か
っ
た
ね
　
ネ

ッ
ド
く
ん
」
ほ
か
 

▼
と
き
　
４
月
１０
日
（土）
午
前
１１

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
会
議

室
 

▼
お
話
し
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ゆ
り
の
会
」
 

 ピ
ア
ノ
あ
・
ら
・
か
る
と
 

　
〜
春
と
シ
ョ
パ
ン
サ
ン
ド
〜
 

       ▼
演
奏
　
油
井
真
奈
美
 

▼
曲
目
　
「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」

ほ
か
 

▼
と
き
　
４
月
１０
日
（土）
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

 ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
４
月
は
、
特
別
企
画
と
し
て

「
津
軽
三
味
線
」
と
「
金
管
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
演
奏
を
２
回

に
分
け
て
お
贈
り
し
ま
す
。
 

〔
津
軽
三
味
線
　
恋
糸
〕
 

　
津
軽
三
味
線
の
力
強
い
音
色

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
曲
目
　
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節

　
ほ
か
 

▼
と
き
　
４
月
１１
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

〔
天
神
山
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
〕
 

　
〜
名
曲
の
調
べ
に
の
せ
て
〜
 

　
名
古
屋
芸
術
大
学
Ｏ
Ｂ
と
そ

の
仲
間
達
の
演
奏
で
す
。
 

▼
曲
目
　
カ
ル
メ
ン
組
曲
（
ビ

ゼ
ー
）
、
フ
ー
ガ
の
技
法
よ
り

（
バ
ッ
ハ
）
ほ
か
 

▼
と
き
　
４
月
２５
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

※
入
場
は
無
料
で
す
。
 

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
「
第
２２
回
あ
い
ち
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
」
の
開
催
 

  　
愛
知
県
で
は
、
県
営
都
市
公

園
で
緑
に
ふ
れ
あ
い
親
し
む
行

事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
民
の
都
市
緑
化
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
お
よ
び
知
識
の
普
及

等
を
図
り
、
緑
豊
か
な
潤
い
あ

る
都
市
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
「
あ
い
ち
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
２９
日
（木）
 

（祝）
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
県
営
大
高
緑
地

（
名
古
屋
市
緑
区
）
 

▼
内
容
　
和
太
鼓
ラ
イ
ブ
や
生

物
多
様
性
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
物
を
行
い

ま
す
。
園
内
の
広
場
で
は
、
巨

大
迷
路
や
竹
を
使
っ
た
工
作
体

験
な
ど
お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
で
す
。
こ

の
他
、
花
火
、
花
の
鉢
を
先
着

順
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
新
鮮
野
菜
の
販
売

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
 

▼
参
加
費
　
無
料
（
一
部
実
費

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:// 

w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ko
e
n
/

 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
建
設
部
公

園
緑
地
課
（
☎
０
５
２
‐
９
５

４
‐
６
６
１
２
）
　
０
５
２
‐

９
５
３
‐
５
３
２
９
）
 

        ●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
 

          　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
６９
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
１８
日
（日）
受
付
午

前
９
時
〜
、
試
合
開
始
午
前
１０

時
〜
（
雨
天
予
備
日
２５
日
（日）
）
 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
者
（
高
校
生
以
上
対

象
）
 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。
 

ゆ
　
い
　
ま
　
な
　
み 

れ
ん 

し 

★生涯学習課より訂正のお知らせ★ 
　３月１５日号９ページでお知らせしました「第１６回セントラル愛知交響楽団岩
倉定期演奏会」の記事の中で、前売チケット販売場所の一覧を掲載しましたが、
「チケットぴあ」での販売は取り止めましたのでご了承ください。 



平成22年4月1日 35

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
小
池
（
☎
３
７
‐
１

８
７
８
）
 

  ●
市
役
所
企
画
財
政
課
情

報
推
進
グ
ル
ー
プ
業
務

補
助
パ
ー
ト
職
員
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
企
画
財
政
課

情
報
推
進
グ
ル
ー
プ
の
業
務
を

補
助
す
る
パ
ー
ト
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

▼
勤
務
期
間
　
５
月
６
日
（木）
〜

１０
月
２９
日
（金）
（
業
務
の
都
合
に

よ
り
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
 

▼
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
う
ち
１

時
間
休
憩
）
 

▼
従
事
業
務
内
容
　
パ
ソ
コ
ン

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
、
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、

設
定
お
よ
び
そ
れ
を
利
用
し
た

入
力
作
業
等
（
パ
ソ
コ
ン
関
係

の
業
務
全
般
）
 

▼
応
募
資
格
　
情
報
処
理
系
の

資
格
（
基
本
情
報
技
術
者
、
初

級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
タ
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ

ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
等
）
を

お
持
ち
の
人
、
ま
た
は
情
報
処

理
系
や
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
等

の
職
務
経
験
が
３
年
程
度
あ
る

人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

▼
採
用
予
定
日
　
５
月
６
日
（木）
 

▼
募
集
期
間
　
４
月
１
日
（木）
〜

１５
日
（木）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
、
資
格
証
書
類
の
写

し
等
 

▼
賃
金
　
１
時
間
１
千
円
（
社

会
保
障
制
度
有
）
 

▼
面
接
日
時
　
４
月
２０
日
（火）
午

前
９
時
〜
 

▼
面
接
会
場
　
市
役
所
４
階
相

談
室
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
企
画
財
政

課
情
報
推
進
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
０
３
）
 

  ●
第
５５
回
四
市
交
歓
体
育

大
会
参
加
者
 

  　
岩
倉
・
小
牧
・
犬
山
・
江
南

市
の
４
市
と
４
市
教
育
委
員
会

・
４
市
体
育
協
会
が
第
５５
回
四

市
交
歓
体
育
大
会
を
江
南
市
で

開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
大
会
は
、
陸
上
競
技
を

始
め
１４
種
目
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
ま
す
が
岩
倉
市
で
は
陸
上
競

技
の
出
場
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
９
日
（日）
 

▼
募
集
種
目
　
下
表
の
と
お
り
 

▼
募
集
期
限
　
４
月
９
日
（金）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
（
総
合

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６

‐
２
２
２
２
）
 

  ●
新
川
親
子
流
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
者
 

  　
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協

議
会
で
は
総
合
治
水
対
策
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
雨
水
を

一
時
的
に
貯
め
る
施
設
な
ど
の

洪
水
対
策
施
設
を
バ
ス
で
ま
わ

り
見
学
し
ま
す
。
昼
食
時
に
は

楽
し
い
ク
イ
ズ
大
会
も
行
い
ま

す
。
 

▼
と
き
　
５
月
１６
日
（日）
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
５
時
ご
ろ
（
予

定
）
 

▼
集
合
場
所
　
愛
知
県
庁
午
前

９
時
３０
分
（
受
付
午
前
９
時
１５

分
）
 

▼
見
学
予
定
地
　
洗
堰
・
新
川

治
水
緑
地
↓
北
名
古
屋
市
（
仮

称
）
久
地
野
ポ
ン
プ
所
↓
豊
山

町
神
明
公
園
↓
大
山
川
・
薬
師

川
合
流
点
（
二
重
堀
堰
）
↓
地

蔵
川
放
水
路
↓
八
田
川
（
勝
西

浄
化
セ
ン
タ
ー
）
（
注
…
天
候

等
に
よ
り
見
学
地
・
昼
食
会
場

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
生
（
新
４
年
生
〜
６

年
生
）
と
そ
の
保
護
者
 

▼
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
を
含

む
）
 

　
た
だ
し
、
集
合
場
所
ま
で
の

交
通
費
は
参
加
者
負
担
と
な
り

ま
す
。
 

▼
定
員
　
４０
組
８０
人
 

▼
申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に

「
新
川
親
子
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
希
望
」
と
明
記
し
、
「
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

保
護
者
の
①
氏
名
②
性
別
、
お

子
さ
ん
の
①
氏
名
②
性
別
③
新

学
年
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、
当

日
の
緊
急
連
絡
先
と
し
て
必
要

と
な
り
ま
す
。
 

▼
申
込
先
　
〒
４
８
２
‐
８
６

８
６
〔
住
所
不
要
〕
都
市
整
備

課
維
持
グ
ル
ー
プ
 

▼
申
込
期
限
　
４
月
１３
日
（火）
必

着
 

▼
抽
選
・
発
表
　
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
当
落

に
か
か
わ
ら
ず
４
月
末
日
ご
ろ

ま
で
に
手
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
都
市
整
備
課
維
持

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１

３
）
愛
知
県
河
川
課
計
画
グ
ル

ー
プ
（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐

６
５
５
５
）
 

性　別 種　目 定　員 

 

 

 

男子の部 
 

 

 

 

 

 

女子の部 

１００m走 

４００m走 

１５００m走 

走高跳 

走幅跳 

砲丸投 

５０００m走 

４００mリレー 

１００m走 

走高跳 

走幅跳 

砲丸投 

４００mリレー 

 

各２人 

 

 

各２人 

 

３人 

４人 

 

各２人 
 

 

４人 

あ
ら
い
ぜ
き 

く
　
じ
　
の 

ふ
た 

え 

ぼ
り
ぜ
き 

じ 

ぞ
う
が
わ 

は
っ 

た 

が
わ 

か
つ
に
し 
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岩倉市体育協会の会員を募集します 
問合先　岩倉市体育協会事務局（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） ▼

 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集 と　　　き 会　費 

野寄テニスコート 
ソフトテニス 
協会 

バスケット 
ボール部 

会場で受け付け 
小池幸夫☎３７-１８７８ 

会場で受け付け 
小林勝輝☎６６-６９２２ 

水・土・日曜日 
午前９時～午後1時 

水・土曜日 
午後６時３０分～９時３０分 

入会金　２，０００円 
　年 　１２，０００円 

入会金　１，０００円 
年　　５，０００円 

小池幸夫 

堀　　巌☎３７-７８９３ 
舩橋裕之☎３７-２６３８ 

河村鑛行 
長谷川雄一 

多数 
高校生 
以上 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集 と　　　き 会　費 

木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

年　　６，０００円 

年　　５，０００円 
曽我金作 多数 

一般 

高校生 

射撃協会 宮田　哲☎３７-４４４４ 

鈴木新彦☎６６-６３９１ 

栗木洋明☎３７-０９０５ 

愛知県・岡崎・関射撃場 毎月1回 
入会金　なし 
年　　５，０００円 黒宮　彰 〃 ２０歳以上 

テニス協会 会場で受け付け 

会場で受け付け 北小卓球 

会場で受け付け 

野寄テニスコート 
入会金　５，０００円 
月　　　８００円 

土・日曜日 
午前９時～午後５時 渡辺茂男 〃 一般 

山岳会 

総合体育文化センター 

総合体育文化センター 
入会金　４，０００円 
年　　６，０００円 

毎月２回 
午後８時～９時 栗木洋明 〃 〃 

ゴルフ部会 年　　１，０００円 
水曜日 
午後８時～ 

会場で受け付け 
首藤☎０９０-９９４０-８６２６ 

国際ゴルフクラブ 
（小牧市） 首藤　原 〃 〃 

市立体育館 
（北小学校内） 

金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

年　　６，０００円 

年　　５，０００円 

入会金　１，０００円 
年　　７，１００円 

久村幸則 〃 〃 
一般 

高校生 
五条川小卓球 五条川小学校体育館 

水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 村瀬正男 〃 〃 〃 〃 南中卓球 南部中学校体育館 

木曜日 
午前９時～正午 
 

長谷川鈴代 ２０人 婦人 〃 ママさん卓球 総合体育文化センター 

日曜日 
午前９時～正午 

年　　６，０００円 

年　　５，０００円 

年　　２，５００円 

桜井一雄 〃 〃 

一般 

高校生 

小・中学生 

東小卓球 東小学校体育館 

月　　　５００円 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 山口有香 〃 〃 

スキー部 未定 随時 
入会金　１，０００円 
年　　２，０００円 〃 〃 

水泳部 随時 
入会金　なし 
年　　１，０００円 

市営大地プール 
近隣温水プール 鈴木新彦 〃 〃 

市立武道館 

総合体育文化センター 

剣道連盟 会場で受け付け 

月・金曜日 
午後６時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後６時３０分～９時３０分 

年　　５，０００円 
松岡良高 
松下明房 〃 

中学生 
以上 

サッカー協会 石仏スポーツ広場 会場で受け付け 

第１・３土曜日 
午前９時～午後５時 

日曜日 
午前９時～午後５時 

年 　１２，０００円 服部光知哲 〃 
ジュニア 
一般・ 
シニア 

総合体育文化センター 

柔道会 

火・木・土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

南部中学校弘道館 
月・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

小林勝輝 
鉄屋征志 〃 

高校生 
一般 

居合道 市立武道館 月　　１，５００円 〃 〃 〃 
小学校 

５年生以上 

軟式野球・ソフトボール（男子・女子）を希望されるチームは、軟式野球（事務局）大野正昭（☎５７‐０２０５）、ソフトボール（事務局） 
小島保光（☎３７‐０４７２）までご連絡ください。 

卓球協会 
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名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集 と　　　き 会　費 

会場で受け付け 
水・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

入会金　２，０００円 
月　　１，０００円 

月　　３，５００円 

多数 
一般、小・ 
中・高校生 

太田勝己 
田中伸行 

舩橋茂樹 
丹羽金昇 

北空手道 総合体育文化センター 

月・水曜日 
午後７時～９時 〃 〃 〃 〃 五条川空手道 五条川小学校体育館 

村松真理子 
大石　武 〃 〃 〃 東新町空手道 

岩倉団地集会所 月・木曜日午後７時～９時 

岩倉東小学校体育館 金曜日午後７時～９時 

空手道連盟 

団体名 会　　場 申　込　先 対　象 と　　　き 会　費 

会場で受け付け 
土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 

市立体育館 
（北小学校内） 月　　　５００円 

月　　　６００円 

婦人 岩倉北バレーボール 

水曜日午後７時～９時３０分 
土曜日午後１時３０分～４時３０分 〃 〃 〃 岩倉南バレーボール 南小学校体育館 

水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 〃 〃 〃 

〃 

岩倉東バレーボール 東小学校体育館 

土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 〃 〃 〃 つくしバレーボール 南小学校体育館 

土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 〃 〃 

〃 

〃 五条川バレーボール 五条川小学校体育館 

火・土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 〃 曽野バレーボール 曽野小学校体育館 

月　　１，０００円 

年　　１，６００円 

水曜日 
午前９時３０分～正午 〃 〃 岩倉すみれバレーボール 総合体育文化センター 

第１金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

市立体育館 
（北小学校内） 家庭婦人 〃 バレーボール協会（女子） 

土曜日 
午後零時３０分～２時３０分 

市立体育館 
（北小学校内） 〃 

〃 

男子バレーボール岩倉 

〃 
月曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

高校生以上 
の女子 

高校生 
以上 

小学校５年生 
以上 

市立体育館 
（北小学校内） 〃 岩倉FVI

バレーボール協会 

団体名 会　　場 申　込　先 対　象 と　　　き 会　費 

会場で受け付け 
火曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

市立体育館 
（北小学校内） 月　　　７００円 北小バドミントン 

 

月曜日 
午後７時３０分～９時３０分 月　　　５００円 

〃 
（初心者歓迎） 東小バドミントン 東小学校体育館 

〃 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 〃 五条川小バドミントン 五条川小学校体育館 

〃 

〃 

〃 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 〃 南中バドミントン 南部中学校体育館 

 

〃 
木曜日午前９時～正午 

土曜日午後７時３０分～９時３０分 

月　　１，０００円 

月　　　７００円 

〃 
（初心者歓迎） 総体バドミントン 

 
総合体育文化センター 
 

〃 
木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

〃 
（初心者歓迎） 〃 曽野小バドミントン 曽野小学校体育館 

バドミントン協会 
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講座  
教室  

        ●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
会
（
２
級
課
程
）
 

  　
社
団
法
人
尾
北
医
師
会
で
は
、

地
域
で
活
動
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
研
修
事
業
　
尾
北
医
師
会
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
会

（
２
級
課
程
）
 

▼
と
こ
ろ
　
大
口
町
健
康
文
化

セ
ン
タ
ー
内
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル

（
大
口
町
伝
右
一
丁
目
３５
）
、

実
習
は
近
隣
施
設
に
て
実
施
 

▼
研
修
期
間
　
６
月
２３
日
（水）
〜

１０
月
２０
日
（水）
ま
で
の
う
ち
２４
日

間
 

▼
受
講
資
格
 

①
犬
山
・
江
南
・
岩
倉
市
、
大

口
・
扶
桑
町
に
お
住
ま
い
の
人

ま
た
は
こ
の
地
域
の
医
療
機

関
・
社
会
福
祉
施
設
に
勤
務
し

て
い
る
人
 

②
研
修
の
全
課
程
に
出
席
で
き

る
人
 

③
福
祉
活
動
に
熱
意
の
あ
る
人
 

▼
募
集
期
間
　
５
月
１
日
（土）
〜

３１
日
（月）
必
着
 

▼
定
員
　
４０
人
 

▼
研
修
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

場
所
　
尾
北
医
師
会
お
よ
び
市

役
所
介
護
福
祉
課
 

▼
受
講
手
続
き
　
研
修
会
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
の
う
え
、

申
請
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
受
講
希
望
の
理
由
な
ど
を

参
考
に
抽
選
と
し
、
可
否
は
６

月
１２
日
（土）
ま
で
に
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

▼
受
講
料
　
５
万
９
千
３
０
０

円
（
消
費
税
、
テ
キ
ス
ト
代
、

傷
害
保
険
代
、
実
習
費
、
演
習

費
を
含
む
）
 

▼
無
料
説
明
会
　
研
修
会
お
よ

び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
事
務
局
ス
タ

ッ
フ
が
説
明
し
ま
す
。
４
月
１９

日
（月）
、
５
月
１３
日
（木）
の
２
日

間
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
。
尾
北
医
師
会
地
域
ケ
ア

協
力
セ
ン
タ
ー
に
て
（
予
約
不

要
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
団
法
人

尾
北
医
師
会
地
域
ケ
ア
協
力
セ

ン
タ
ー
（
〒
４
８
０
‐
０
１
４

４
大
口
町
下
小
口
６
丁
目
１
２

２
‐
２
☎
９
５
‐
７
０
２
７
　

９
５
‐
７
０
２
８
）
月
〜
木
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

  ●
一
宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
講
座
 

  　
一
宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
各
講
座
と
も
受
付
開

始
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
確
認
の
う
え
直
接
、
一

宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
受
講

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
人
数

が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

﹇
パ
ソ
コ
ン
講
座
﹈
 

▼
内
容
・
日
時
等
　
次
頁
表
の

と
お
り
 

﹇
医
科
医
療
事
務
教
育
講
座
﹈
 

▼
と
き
　
①
５
月
８
日
〜
７
月

１７
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分（
１０
回
）

②
５
月
１４
日
〜
７
月
２０
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
午
前
９
時
３０
分

〜
正
午
（
２０
回
）
 

▼
定
員
　
各
２０
人
 

▼
料
金
　
各
５
万
円
（
教
材
費

含
む
）
 

▼
申
込
日
　
①
は
４
月
９
日
（金）

の
午
後
１
時
３０
分
、
②
は
１６
日

（金）
の
午
前
９
時
３０
分
〜
 

﹇
は
じ
め
て
の
携
帯
電
話
﹈
 

▼
と
き
　
５
月
１１
日
（火）
・
１２
日

（水）
の
午
前
１０
時
〜
正
午
 

▼
内
容
　
電
話
の
か
け
方
、
メ

ー
ル
、
文
字
入
力
、
カ
メ
ラ
な

ど
携
帯
電
話
の
基
本
操
作
（
教

材
の
携
帯
電
話
は
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
用
意
）
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
料
金
　
２
千
円
（
教
材
費
含

む
）
 

▼
申
込
　
４
月
１３
日
（火）
の
午
前

９
時
３０
分
〜
 

﹇
英
会
話
教
室
﹈
 

▼
と
き
　
①
５
月
７
日
〜
９
月

２４
日
の
毎
週
金
曜
日
②
５
月
１２

日
〜
９
月
２９
日
の
毎
週
水
曜
日

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
各
２０

回
）
 

▼
内
容
　
英
会
話
の
マ
ナ
ー
や

基
礎
的
な
知
識
　
ほ
か
 

▼
定
員
　
各
２０
人
 

▼
料
金
　
各
２
万
６
千
円
（
教

材
費
を
含
む
）
 

▼
そ
の
他
　
講
師
は
外
国
人
 

▼
申
込
日
　
①
は
４
月
９
日
（金）
、

②
は
１４
日
（水）
の
午
前
９
時
３０

分
〜
 

﹇
韓
国
語
教
室
﹈
 

▼
と
き
　
５
月
１０
日
〜
９
月
２７

日
の
原
則
毎
週
月
曜
日
　
午
前

１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
２０
回
）
 

▼
内
容
　
ハ
ン
グ
ル
文
字
と
発

音
、
文
法
か
ら
日
常
の
あ
い
さ

つ
や
簡
単
な
会
話
ほ
か
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
料
金
　
２
万
６
千
円
（
教
材

費
を
含
む
）
 

▼
そ
の
他
　
講
師
は
韓
国
人
 

▼
申
込
　
４
月
１２
日
（月）
の
午
前
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９
時
３０
分
〜
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
一
宮
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
８
６

‐
７
１
‐
０
５
２
０
）
 

       ●
６５
歳
節
目
歯
科
健
康
診

査
〜
歯
ッ
ス
ル
健
診
〜
 

              　
お
口
や
体
の
状
態
を
再
確
認

し
、
今
後
の
人
生
を
健
康
に
過

ご
す
た
め
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
下
表
の
と
お
り
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
健
診
時
間
　
午
後
１
時
〜
２

時
３５
分
（
予
約
さ
れ
た
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

▼
対
象
　
６５
歳
に
な
る
人
（
昭

和
２０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
〜
昭

和
２１
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
）
お

よ
び
今
ま
で
に
受
け
て
い
な
い

人
 

▼
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診
査
、

歯
の
い
き
い
き
度
測
定
（
口
腔

年
齢
）
、
ペ
リ
オ
ス
ク
リ
ー
ン

（
唾
液
中
の
潜
血
検
査
）
、
口

腔
機
能
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
体
操
、

頭
の
体
操
ゲ
ー
ム
、
口
臭
測
定

（
申
し
込
み
時
に
測
定
希
望
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
）
　
ほ
か
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
 

         　
妊
娠
中
は
口
の
中
の
環
境
が

変
化
し
や
す
く
、
む
し
歯
や
歯

周
病
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
出
産
前
ま
で
に
お
口

の
状
態
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
 

※
予
約
が
必
要
で
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
２７
日
（火）
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
１０
分

〜
２
時
５５
分
（
予
約
さ
れ
た
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

▼
対
象
　
妊
婦
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診
査
、

Ｒ
Ｄ
テ
ス
ト
（
む
し
歯
菌
の
検

査
）
、
歯
垢
染
め
出
し
・
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
　
ほ
か
 

▼
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

健康  
し
　
が 

し
　
が 

ハ 

※日程のＡは午前９時～１１時４０分、Ｐは午後１時～３時４０分、Ｎは午後６時２０分～９時。 
※料金は各１５，０００円（教材費を含む） 

４月２１日（水） 

７月２日（金） 

７月５日（月） 

平成２３年１月２８日（金） 

３月４日（金） 

３月７日（月） 

昭和２０年４・５月生まれ 

昭和２０年６・７月生まれ 

昭和２０年８・９月生まれ 

昭和２０年１０・１１月生まれ 

昭和２０年１２月、昭和２１年１月生まれ 

昭和２１年２・３月生まれ 

と　　き 対　　象 

※昭和２０年４月以前に生まれた人でまだ受診されていない人も上記の日程で受診で 
　きます。 

①エクセル活用 

講座名 日　時 定員 申込日時 

②ワード入門 

③らくらく文書作成 

④基礎から学ぶWord&Excelマスター 
５月１７日～６月１７日の 
月・木曜日（１０回）Ｎ 

５月１９日～７月２１日の 
水曜日（１０回）Ｎ 

５月２７日～６月１１日の 
月・火・木・金曜日（１０回）Ａ 

５月２７日～６月１１日の 
月・火・木・金曜日（１０回）Ａ 

５月１７日～６月１７日の 
月・木曜日（１０回）Ｐ 

５月６日～２１日の 
月・火・木・金曜日（１０回）Ａ 

５月６日～２１日の 
月・火・木・金曜日（１０回）Ａ 

１０人 

２０人 

２０人 

２０人 

２０人 

１０人 

２０人 

４月５日（月） 
午前９時３０分 

４月６日（火） 
午前９時３０分 

４月１２日（月） 
午後１時３０分 

４月１５日（木） 
午後１時３０分 

４月２１日（水） 
午後１時３０分 

４月２６日（月） 
午前９時３０分 

４月２７日（火） 
午前９時３０分 

⑤Webクリエーター初級受験対策 

⑥ワード活用 

⑦パソコン入門 
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相 談 
その他 

  ●
運
動
指
導
教
室
 

 
〜
ら
く
ら
く
筋
力
ア
ッ

プ
教
室
〜
 

  　
中
高
年
期
も
、
筋
力
や
体
力

を
維
持
し
、
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
、
一
緒
に
運
動
の
コ
ツ

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
・
講
師
等
 
下
表
の
と

お
り
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
運
動
実
技
（
ス
ト
レ

ッ
チ
・
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
、
ミ
ニ
健
康
講
座
 

▼
対
象
　
次
の
①
〜
⑤
を
す
べ

て
満
た
す
人
 

①
５０
歳
以
上
の
人
 

②
運
動
習
慣
が
な
い
人
 

③
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示

が
な
い
人
 

④
お
お
む
ね
６
回
参
加
で
き
る
人
 

⑤
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
 

▼
定
員
　
２０
人
　
 

▼
申
込
方
法
　
４
月
２
日
（金）
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        　
春
の
緑
化
強
調
期
間
 

●
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協

力
を
 

        　
緑
の
募
金
は
、
「
緑
の
募
金

に
よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た

募
金
は
、
学
校
・
公
園
等
へ
の

植
樹
、
緑
化
木
・
草
花
の
配
布
、

み
ど
り
の
少
年
団
の
育
成
、
樹

木
診
断
等
、
身
近
な
緑
化
の
推

進
や
森
林
整
備
に
関
す
る
事
業

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
 

　
愛
知
県
で
は
、
春
の
緑
化
強

調
期
間
と
し
て
４
月
１
日
（木）
か

ら
５
月
３１
日
（月）
ま
で
、
県
植
樹

祭
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
緑
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
期
間
中
、
岩
倉
市
で
も
「
緑

の
募
金
」
活
動
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。
 

　
緑
を
ふ
や
し
、
緑
を
ま
も
り
、

緑
を
ひ
ろ
げ
る
活
動
に
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
募
金
取
扱
機
関
 

・
県
下
各
市
町
村
役
所
・
役
場
 

・
愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事
務

所
 

▼
実
施
主
体
　
（社）
愛
知
県
緑
化

推
進
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
都
市
整
備
課
計
画

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１

４
）
 

  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
！
 

  　
春
先
は
、
気
候
の
変
化
や
花

粉
症
等
に
よ
り
薬
を
服
用
さ
れ

る
人
が
多
く
、
献
血
者
が
減
少

し
血
液
が
不
足
が
ち
に
な
り
ま

す
。
 

　
あ
な
た
の
血
液
で
大
切
な
命

が
救
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
３
日
（土）
 

▼
と
こ
ろ
　
八
剱
憩
い
の
広
場

五
条
川
河
畔
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

と　　き 回 内　　容 講　　師 

４月２３日（金） 

５月２８日（金） 

６月２５日（金） 

７月２３日（金） 

８月６日（金） 

９月１０日（金） 

午後１時１５分 
～３時３０分 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

体力チェック、運動実技 

運動実技、講義「運動を始めよう、足の手入れ」 

運動実技、ミニ健康講座「お口の機能の向上の話」 

運動実技、ミニ健康講座「低栄養の予防」 

運動実技、健康づくりリーダーによる「楽しい運動」 

 体力チェック、運動実技 

作業療法士、保健師 

作業療法士 

作業療法士、歯科衛生士 

作業療法士、栄養士 

 

作業療法士、保健師 

作業療法士、 
健康づくりリーダー 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

①聖女の救済　　（東野圭吾） 
 
②告白　　　　　（湊かなえ） 
 
②新参者　　　　（東野圭吾） 

人気貸出図書順位 
（平成２１年１２月～平成２２年１月） 

  　
犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を
起
こ

さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
 

●
春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
 

　
４
月
１
日
（木）
〜
１０
日
（土）
 

  ★
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事

件
・
事
故
の
防
止
 

・
子
ど
も
と
一
緒
に
「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
の
場
所
を
確

認
す
る
 

・
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ル

は
、
携
帯
方
法
や
使
用
方
法
、

作
動
確
認
や
電
池
の
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
 

・
危
険
な
目
に
あ
っ
た
と
き
は
、

逃
げ
る
、
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
 

・
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守

り
ま
し
ょ
う
 

★
自
転
車
盗
お
よ
び
自
動
車
関

連
盗
の
防
止
 

・
自
転
車
は
、
丈
夫
な
ワ
イ
ヤ

ー
錠
等
を
使
っ
て「
２
ロ
ッ
ク
」

に
す
る
 

・
防
犯
登
録
を
す
る
 

・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
、
窓
は
完
全
に
閉
め
る
 

・
車
内
に
荷
物
を
置
か
な
い
 

・
明
る
く
、
管
理
さ
れ
た
駐
車

場
や
駐
輪
場
を
利
用
す
る
 

★
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止
 

・
短
時
間
の
外
出
で
も
カ
ギ
を

し
っ
か
り
か
け
る
 

・
窓
や
ド
ア
は
、
チ
ェ
ー
ン
等

を
付
け
、「
２
ロ
ッ
ク
」
に
す
る
 

・
家
の
周
辺
の
見
通
し
を
確
保

し
、
門
灯
や
玄
関
灯
を
一
晩
中

つ
け
る
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を

設
置
す
る
な
ど
、
家
の
周
り
を

明
る
く
す
る
 

・
隣
近
所
で
の
あ
い
さ
つ
、
声

か
け
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
 

★
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
 

・
電
話
に
よ
る
お
金
の
要
求
に

対
し
て
は
「
す
ぐ
に
振
り
込
ま

な
い
」
「
ひ
と
り
で
振
り
込
ま

な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
） 

  　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

　
４
月
６
日
（火）
〜
１５
日
（木）
 

  　
新
し
い
年
度
を
迎
え
、
真
新

し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
元
気

な
姿
で
登
校
す
る
子
ど
も
や
新

社
会
人
に
な
っ
た
若
者
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
姿
を
た
く
さ
ん
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
方
で
、
通
学
や
通
勤
で
新

た
な
交
通
行
動
に
参
加
す
る
こ

と
と
な
り
、
不
慣
れ
な
環
境
の

下
で
の
交
通
事
故
の
発
生
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
気
候
も

よ
く
な
り
、
高
齢
者
が
朝
夕
の

散
歩
な
ど
で
外
出
す
る
機
会
が

増
え
る
と
と
も
に
、
歓
送
迎
会

や
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
高
齢
者
や
飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
 

★
重
点
実
施
項
目
 

・
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う
 

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う
 

・
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め

よ
う
 

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）
 

一
般
新
着
図
書
 

★
池
上
彰
の
親
子
で
新
聞
を
読

む
！
　
　
　
　
池
上
　
彰
　
著
 

★
空
に
向
か
っ
て
 

　
　
　
　
　
　
安
藤
美
姫
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
だ
い
た
い
い
く
つ
？
 

ブ
ル
ー
ス
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
　
作
 

★
が
ん
ば
っ
た
ね
、
ち
び
く
ま

く
ん
 

エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ

ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
作
・
絵
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の
予

約
が
で
き
ま
す
）
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

★不用品データバンク★ 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消費生

活のために不用品データバンクをご活用ください。 

　物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。 

登録物品（３月１０日現在） 

　譲ります（有償）　ベビー布団（掛け布団・敷き布団・毛布）、

ベビーシート（車用）、布・アップリケ・アクリルテープ、バ

ケツ型洗濯機、電子ピアノ 

　あげます（無償）　学習机、琴、電気スタンド、ＤＶＤデッキ、

ベビーベッド、女児用掛け布団、布団（上下）、ベビーカー、

ベビー用布団セット、ベビーラック、チャイルドシート 

　求めます　岩倉幼稚園セイシン体操教室男児体操服、おもち

ゃのピアノ、三輪車、レゴ（ブロック）、ダイニングテーブル（４

人用）、下駄箱、二段ベッド、折りたたみ式パイプいす 

　岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認できま

す。 

　問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８－５８１２） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室と

なっていますので、お気軽にご相談ください。 

　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休

憩をいただきます。 

■一般・消費生活相談 

　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 

午前９時～午後４時 

■母子・寡婦就業相談 

４月２日（金）午前１０時～午後３時３０分 

■消費生活専門相談 

４月６日（火）・１３日（火）午前９時～正午 

■不動産相談 

４月８日（木）午後１時～４時 

■人権相談 

４月９日（金）午後１時～４時 

■行政相談 

４月９日（金）午後１時～４時 

■法律相談（予約制…定員各６人） 

４月１３日（火）・２１日（水）午後１時～４時 

※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午

前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付け

ます（先着順、電話可）。 

■登記相談 

４月１４日（水）午後１時～４時 

■総合福祉相談 

４月１６日（金）午後１時～４時 

★身体障害者相談　　★戦没者遺族相談 

■女性相談 

４月２０日（火）午前１０時～午後３時３０分 

■知的障害者相談 

４月２２日（木）午後１時～４時 

 

 

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、

一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。

経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。

お気軽におかけください。 

　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、

振替休日を除く） 

お気軽にご相談ください 
 

  ●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

  　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、

消
費
者
庁
が
設
置
し
た
消
費

生
活
相
談
「
１
１
０
番
」
の

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
 

　
消
費
生
活
に
お
け
る
各
種
ト

ラ
ブ
ル
に
直
面
し
た
際
に
、
相

談
窓
口
の
連
絡
先
が
わ
か
ら
な

く
て
も
、
こ
の
番
号
に
電
話
し

て
お
住
ま
い
の
郵
便
番
号
を
入

力
す
れ
ば
、
身
近
な
相
談
窓
口

に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

▼
電
話
番
号
　
０
５
７
０
‐
０

６
４
‐
３
７
０
 

▼
ど
ん
な
相
談
で
も
い
い
の
？
 

　
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
関
す

る
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
が
原
因
の
金
銭

的
・
身
体
的
被
害
な
ど
、
個
人

の
「
消
費
」
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
ご
相

談
を
。
 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:// 

w
w
w
.c
a
a
.g
o
.jp
/re
g
io
n
/

in
d
e
x.h
tm
l#
m
0
4

 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活

部
県
民
生
活
課
（
☎
０
５
２
‐

９
５
４
‐
６
１
６
５
）
 

み な 　 な や む な  

　心の相談電話　☎３７－７８６７ 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

 

岩倉市ホームページに 

いわくらフォトアルバムを 
公開しています 

　岩倉の風景、文化財、自然などの写真を無料で
ダウンロードすることができ、個人・法人問わず
自由にご利用していただける「いわくらフォトア
ルバム」サイトを岩倉市のホームページ（アドレ
ス裏表紙参照）で公開しています。 
　はがきや当市の紹介などにぜひご活用ください。 
　問合先　秘書課広報広聴グループ（☎３８－５
８０２） 
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Departamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de Informações
ご　じょうほう 

ポルトガル語情報コーナー 

Solicitamos a colaboração no uso 
adequado da ambulância
 
救急車の正しい利用にご協力をお願い
します
O número de casos de mobilização das ambulâncias 
aumentou em âmbito nacional. Dentre destes casos houve 
aqueles que utilizaram como taxi, e também aqueles que 
apresentavam sintomas de nível muito baixo para utilizar 
este serviço de emergência, o que é preocupante pois 
acaba tornando-se um obstáculo no atendimento de 
emergência aos pacientes em estado grave.

Nos seguintes casos não hesite em discar 119.
★ Quando o paciente estiver inconsciênte. 
★ Quando estiver com dificuldade respiratória.
★ Quando estiver com dor no peito.
★ Quando estiver com uma forte dor de cabeça.
Por lei, é determinado que a ambulância deve soar a sirene 
durante o percurso da corrida toda vez que é mobilizada. 
Quando o nível emergencial for baixo e solicitar a 
ambulância causará transtornos às vizinhanças, e em casos 
de sintomas leves realize com antecedência uma consulta 
por conta em uma instituição médica próxima de sua 
residência. Solicitamos a colaboração e a compreenção de 
todos, no uso adequado da ambulância.
Pronto-Socorro Seguro da Província de Aichi 
Caso ficar indeciso se deve chamar a ambulância ou não, 
foi criado um guichê de atendimento telefônico 
monitorado por enfermeiras. Foi baseado no modelo de 
atividades do Ministério de Serviço Gerais do 
Departamento do Corpo de Bombeiros e esta em 
funcionamento por um período limitado até o final de 
março de 2010.
Celular, linhas telefônicas fixas push ligar para 「#7119」, 
IP Phone, linhas dial, celular e-mobile ligar para  「052-
262-3799」.
Informações sobre hospitais que podera consultar pode ser 
localizado pelo telefone ou na Home Page de Calamidade 
Pública da Província de Aichi (Aichi-ken Kouiki Saigai) e 
do Sistema de Informações Médicas de Primeiros 
Socorros(Kyukyu Iryo Joho Sisutemu).
●Centro de Informações Médicas de Primeiros Socorros.
     Tel:0586-72-1133.
●Endereço da Home Page de Calamidade Pública da 

Província de Aichi  e do Sistema de Informações 
Médicas de Primeiros Socorros.

    http://www.qq.pref.aichi.jp 

Providências a serem tomadas 
quando provocar um acidente de 
trânsito
 
交通事故を起こした場合の措置
Quando provoca um acidente de trânsito,pare o motor do 
automóvel, socorra imediatamente a vítima e chame a 
ambulância ligando para o n。119.
Ligue para a polícia discando o n。110 e informe sobre o 
acidente.
Obedeça as instruções do policial que chegar ao local do 
acidente.

Dia da coleta do lixo reciclável    
 
分別収集
2/4(sex)・Sono Cho・Inari Cho・Taisanji Cho・
Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・
Daiichiba Cho
6/4(ter)・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・
Ishibotoke Cho
9/4 (sex)・Higashishin Machi(Iwakuradanchi)
13/4(ter)・DaichiCho・DaichishinMachi・ChuoCho・
Minamishin-Machi・KawaiCho・KitajimaCho・
NoyoriCho

Dia da coleta de papel velho e roupa 
usada    
 
古紙と古着の日
2/4(sex)・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・
Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho
6/4(ter)・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・
Suzui Cho
10/4(sab)・Higashishin Machi(Iwakuradanchi)
13/4(ter)・IzumiCho・SaichiCho・HonMachi・MiyamaeCho・
SakaeMachi 1 Chome

●Informações (☎38-5807)
Disponível intérprete em português

きゅうきゅうしゃ　 　 た だ 　 　    　 り  よ う 　 　 　　きょうりょく　 　 　 　ね が  

  こ　 し　　　ふ る  ぎ 　 　 　 ひ  

こ う つ う  じ 　 こ 　 　 　 お 　 　 　　 　 　   ば  あ い 　 　  そ 　 ち  

ぶ ん べ つしゅうしゅう  
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　広報いわくら２月１５日号でも紹介されました

「岩倉市食育推進計画」はご覧になりましたか。

将来のある子どもたちが食を通じて豊かな心を育

んでほしいという思いをこめて作られています。

岩倉市の市民や事業者、行政が取り組む身近な食

育計画ですから、基本方針は誰もが親しみやすく

覚えやすい『い・わ・く・ら』から始まる言葉で
まとめられています。 

い…いつまでも　おいしく食べて健康づくり
（健康） 
　「早寝・早起き・朝ごはん」や１日３食規
則正しい食生活に努めて、よりよい健康づく
りを目指しましょう。 
 
わ…わすれない　食への感謝と心のふれあい
（心） 
　家族で囲む食卓や農業体験などを通じて、
感謝の気持ちを育てましょう。 
 
く…くらしにやさしい　食の安全・安心
（環境） 
　地元の農産物を積極的に利用する「地産地
消」や、適正包装を心がけて、環境にも家計
にもやさしい生活にしましょう。 
 
ら…らくらく学ぶ　正しい食育（啓発） 
　保育園・幼稚園・学校が発行するたよりや、
市民向けの講座・料理教室などを通じて、家
庭での啓発を図りましょう。 

食育推進計画は『い・わ・く・ら』で始めま 
しょう！ 　五条川小学校では、北名古屋市を拠点に活動す

る市民団体の『食育クラブぐぅ～goo!』の皆さん

に食育指導をしていただきました。 

　ゆかいな音楽に合わせて、立体絵本で体のしく

みを知ったり、ぬいぐるみやペープサート（紙人

形劇）を使ったうんちが登場したりして健康につ

いて楽しく学びました。 

　この中で、日本人が昔から食べてきた和の食材

のキーワード『まごわやさしいこ』が紹介されま
した。ごはんを中心にさまざまなおかずを組み合

わせて食べる健康的な食事をわかりやすく学ぶこ

とができました。 

元気な食卓は・・・『まごわやさしいこ』 

～ ～ 

五条川小学校　栄養教諭　野田　亜紀子 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  秘書課広報広聴グループ（☎38-5802）まで。 

白 熱した戦い 
子ども将棋大会 

桜 まつりに備えて 
クリーンアップ五条川２０１０ 

　２月２７日、生涯学習センターで子ども将棋大会が行わ

れました。小学校１年生～６年生計１６人が参加し、大会

は、４グループによるリーグ戦を行い、各グループの上位

２人が決勝トーナメント方式で勝ち進みました。 

　参加した子どもたちは、それぞれの力を出しきり、悔し

涙を流したり、喜びの声を上げたりと、会場は盛り上がっ

ていました。 

　白熱した戦いを制し、優勝したのは、岩倉東小学校６年

生の片岡優介くん（写真左）でした。 

　３月１３日、岩倉の水辺を守る会が中心となって、クリ

ーンアップ五条川２０１０が行われました。 

　この取り組みは、岩倉市を流れる五条川や、「日本のさ

くら名所百選」にも選ばれている河畔の桜並木を、花見の

季節を前にきれいにしようと、毎年行われています。 

　この日は、市民の皆さんをはじめ各種ボランティアや団

体が参加し、総勢約７００人の皆さんが川の中や、堤防に

捨てられたごみを清掃し、３，９１０kgのごみを回収しま

した。 

達になろう！ 
岩倉市国際交流協会 

友 
　２月２８日、くすのきの家で岩倉市国際交流協会による交

流会が行われました。 

　市内・近隣に住む外国籍の人たちと一緒に日本の文化を体

験し、それを通じて友達になろうという交流会です。 

　中国やフィリピンなど１５か国の人たちが参加していろい

ろな日本の文化に触れました。 

　子どもたちはボランティアで参加した中学生や高校生に教

わりながらひな飾りを作ったり、大人はなかなか接する機会

のない書道に果敢に挑戦したりして参加した約１５０人の皆

さんは交流を深めていました。 

かたおかゆうすけ 



この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

岩倉市の人口／48,808人（－52人） 

            男性／24,264人（－17人） 

            女性／24,544人（－35人） 

         世帯数／20,622世帯（－5世帯） 

        （３月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

　http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Ｅメールアドレス（代表） 

　koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp 

●編集／総務部秘書課広報広聴グループ 

●発行／岩倉市役所 

　〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 

　☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

Departamento de Informações (43)

　中本町西出口にある神明児童遊園。この遊園には、

ぶらんこや滑り台、ジャングルジム、うんていなどいろ

いろな遊具があります。 

　また、この北側にはボランティア活動センターがあり

ます。 

⑦神明児童遊園 

いわくら 
公園ガイド 
いわくら 
公園ガイド 

救急医療情報センター 
　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所（日曜日・祝日） 
　☎0587-66-4708 
　受付　  9：00～11：30 
　　　　13：00～16：30 
　小児救急外来 
　江南厚生病院内（こども救急診察室） 
　☎0587-51-3333 
　○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日 
　　受付　   8：30～16：30 
　○第1・3土曜日 　　　　　　　 
　　受付　12：20～16：30 
　愛知県小児救急電話相談 
　☎＃8000 
　☎052-263-9909 
　○土・日曜日・祝日・年末年始 
　　受付　19：00～23：00 
消防テレホンサービス  
　☎0587-38-3119

電話番号案内 
●戸籍・住民票・印鑑登録・国民健康保険・後期高齢者
医療（長寿医療）　等 
　市民窓口課（☎0587-38-5807） 
●ごみの収集・処理、犬・猫などペットの死体処理、公害、
環境保全　等 
　環境保全課（☎0587-38-5808） 
●保育園、児童福祉、児童手当　等 
　児童家庭課（☎0587-38-5810） 

1 木 ★母子健康手帳の交付 

15 木 ★母子健康手帳の交付 

12 月 
★かみかみ歯ピカ教室 
★２歳児歯科健康診査 

14 水 
★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

7 水 
★健康チェックの日 
★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

2 金 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

5 月 
★乳幼児健康相談 
★母親教室第１回 

9 金 
★２歳６か月児親子歯科健康診査 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

3 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

10 土 

8 木 ★母子健康手帳の交付 

4 日 　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 

11 日 
　休日急病診療（伊藤乙彦　伊藤外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

6 火 
★離乳食教室 
★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

13 火 
★４か月児健康診査・BCG 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・ 
北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
午後７時まで延長しています。 




